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△ 開議 午前１０時００分 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

 直ちに本日の日程に入ります。 

 

△ 日程第１ 一般質問 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１、一般質問を行います。 

 議席番号７番、昇健児議員の一般質問を許します。 

○７番（昇 健児議員）   

 町民の皆様、おはようございます。 

 それでは、早速ですが、先般通告しました質問をさせていただきます。 

 ４項目、７点について質問いたします。 

 １項目め、その１、前野岡前線改良工事の進捗状況及び今後の工事計画について。 

 ２点目、平土野浜の護岸改修工事について。 

 ３点目、単身用住宅の建設はできないか。 

 ２項目め、地方創生について。 

 １点目、空き家活用推進のため、町や民間事業者が所有者と契約し、１０年程度

借り上げるなど第三者による改修、賃貸も推進できないのかについて。 

 ２点目、全国的な課題である、結婚の希望をかなえるための施策について。 

 ３項目め、観光行政について。 

 その１、観光産業発展のため、徳之島全域を対象とした島内周遊コースの選定、

案内、さらなる整備（上質化）が必要ではないかと考えるが、３町において取り組

めないか。 

 ４項目め、教育行政について。 

 夏場の各種スポーツ大会時に熱中症対策のため、時期をずらす、または試合時間

の短縮、または室内競技においては冷房を使用するなど、今後検討できないのか。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 森田町長。 

○森田 弘光町長   
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 皆さん、おはようございます。 

 それでは、昇議員のご質問にお答えしてまいります。 

 １項目め、建設行政について。 

 その１、前野岡前横断線の改良工事の進捗状況及び今後の工事計画についてとい

うことでございます。 

 お答えいたします。 

 前野岡前横断線の改築工事につきましては、現在約２４０ｍ程度の工事が完了し

ております。今後の計画としましては、町営住宅前野団地側から北側への工事を進

めていく計画でおります。 

 建設行政について、その２、平土野浜の護岸改修工事についてということでござ

います。 

 お答えいたします。 

 鹿児島県によりますと、「今年度から、平土野港海岸メンテナンス事業を立ち上

げ、その再整備を進めています。事業は、護岸１０９ｍの改良、堤防７７ｍの改良。

内容といたしましては、面的防護により施設の機能回復とその延命化。期間は、令

和６年度から令和１０年度を予定しております。事業費として、２億１千万円程考

えている。」とのことでございます。 

 私ども町としましても、鹿児島県の事業推進に積極的に協力していきたいと考え

ております。 

 建設行政について、その３、単身用住宅の建設はできないかということでござい

ます。 

 お答えいたします。 

 令和６年度事業から単身者でも入居可能な規模の公営住宅の建設を進めており、

名須Ｃ団地に床面積が５８ｍ２程度の２ＤＫ住戸を４戸整備することとしています。 

 令和７年度事業でも、同じく名須Ｃ団地に床面積が５６ｍ２程度の２ＤＫ住戸を

２戸整備するということで計画を進めております。 

 ２項目め、地方創生について、その１、空き家活用推進のため、町や民間事業者

が所有者と契約し、１０年程度借り上げるなど、第三者による改修、賃貸が推進で

きないかということでございます。 

 お答えいたします。 

 現在、ふるさと創生室におきましては、空き家バンクへの登録を前提とした改修

事業と、Ｕターン者の定住促進のためのお帰りなさい住宅改修の２事業を実施して

おります。 

 どちらの事業も補助金額は、改修費用の２分の１以内、上限１００万円となって
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おります。 

 令和６年度の現在までの実績は、空き家改修が６件、お帰りなさい住宅改修が

２件となっております。 

 また、建設課におきましては、国庫補助事業の空き家再生等推進事業を活用し、

これは町が１０年間借り上げるの条件がございますが、これまで、５軒の空き家を

町で改修し、町の単独住宅として使用しております。 

 今後も補助事業の要件に見合う空き家がありましたら推進していきたいと考えて

います。 

 また、民間による借上げ、また、賃貸、改修について、これからまた検討させて

いただきたいというふうに思います。 

 地方創生について、その２、全国的な課題である結婚の希望をかなえるための施

策についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 本町では結婚を希望する独身男女の出会いづくりを支援するため、令和５年度に

出会い・結婚応援イベント開催事業補助金制度を立ち上げ、イベントを開催する団

体や飲食店へ上限１０万円を補助することとしております。 

 令和５年度に実施の申込みがございましたが、イベント開催のＰＲをしても、参

加者が集まらなかったということで、実施に至らず取下げになっております。令和

６年度におきましてはその申請がありませんでした。 

 令和６年１０月１日にご案内のように、「ジェンダー平等推進のまち あまぎ」

を宣言し、多様性を認め合う社会の実現を目指しているところであります。また、

現在策定中の第３次天城町まち・ひと・しごと創生総合戦略におきましては、基本

的なテーマとして、「若者と女性に選ばれるまち」を目指すこととしており、希望

する誰もが結婚を実現できるような支援をこれからも展開してまいりたいと考えて

おります。 

 ３項目め、観光行政について、その１、観光産業発展のため、徳之島全域を対象

とした島内周遊コースの選定、案内、さらなる整備（上質化）が必要ではないかと

考えるが、３町において取り組めないかということでございます。 

 お答えいたします。 

 現在、３町の観光部門並びにエコツアーガイドの方々にもご参加いただき、島内

周遊コース選定のための協議を始めたところであります。 

 本年１月に第１回目の会議を開催しております、今後、複数の周遊コースを整理

する中で、ご質問のコース案内の内容や整備の必要性なども協議の内容に含めてい

きたいと考えております。 
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 観光産業発展の足がかりとなるような取組を進めていきたいと考えております。 

 ４項目めの教育行政については、教育長のほうからお答えいたします。 

 以上、昇議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 次に、教育関係の質問に対し、答弁を求めます。 

○院田 裕一教育長   

 それでは皆さん、しとぅめてうがめーらおはようございます。本日もよろしくお

願いいたします。 

 それでは、昇議員のご質問にお答えいたします。 

 ４項目めの教育行政についてでございます。 

 その１点目、夏場の各種スポーツ大会時に熱中症対策のため、開催時期の調整ま

たは試合時間の短縮、あるいは室内競技においては冷房を使用するなど、今後検討

できないかということでございます。 

 お答えいたします。 

 各種スポーツ大会時における熱中症対策として、大型扇風機の貸出しや各競技に

おいて給水タイム等を設けるなどの対策を行っております。 

 各種スポーツ大会の開催時期等の調整等につきましては、各種団体と連携して、

今後、検討してまいります。 

 以上でございます。 

○７番（昇 健児議員）   

 それでは、１回目の答弁をいただきましたので、またもう少し細かく聞いていき

たいと思います。 

 まず１項目めの前野岡前線の件なんですけれども、前野方面を進めていくという

ことですけれども、あと残り２５０ｍか２００ｍぐらいあるかと思うんですが、前

回、平山議員のほうからもちょっと質問があって確認したんですけども、令和７年

度または８年度に完了する予定というふうな答弁されていますけれども、２００ｍ

程度あるとちょっと１年ではできるものなのか、令和８年度、間違いなく令和８年

度には完了ができる計画であるのか、まずお聞きしたいと思います。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 この補助事業、社会資本整備総合交付金事業でやっております。 

 平和東線と前野岡前横断線、２路線を、今、並行してやっておりますが、７年度

は予算の多くを平和東線のほうに傾注して、平和東線を完了させたいということで

やっております。 
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 前野岡前横断線につきましては、３千万を少し超える程度の予算を、今、考えて

おりまして、７年度には１００ｍ程度工事が進められると思っております。 

 ですので、あと残りが１００ｍ程度になりますので、７年度で平和東線が終わり

ますと、逆に前野岡前横断線のほうに多くの予算を傾けることができますので、令

和８年度には前野中央線までは必ず完成する見込みになっております。 

○７番（昇 健児議員）   

 分かりました。前野方面は、前回、平山議員からも注意がありましたけども、路

面の状態が非常に悪くてですね、住民の方でちょっと倒れてけがをされている方な

んかも、つい数ヶ月前ですかね、そういったこともありましたので、すぐ補修はし

ていただいていますけれども、できるだけ計画的に早めに事業を進めていただきた

いという思いで聞いたところでした。 

 それと、その前野中央線までの設計というのは、令和８年度分はまだ決まってい

ないかも分かりませんけども、計画で、取付道路はこんな形でというようなところ

の、そういったものはもう固まっているんでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 前野中央線までの線形、またあと丈量、用地がこれぐらいかかりますというのは

全て終わっておりまして、設計は終わっております。 

 用地取得のほうも滞りなく、今、進んでおりますので、工事には支障はないと考

えております。 

○７番（昇 健児議員）   

 分かりました。そうであれば、幾つか聞いていきたいんですけれども、途中に、

左側のほうに長年使われていない空き家があるんですけれども、数年前に説明して

いただいた書類を見ると、そこのほうとはかからないような形での線形になってい

たんですけれども、その後変更があるみたいな話を聞いているんですけれども、そ

の辺り、空き家のその辺がどういう形にかかってくるのかというのをちょっとお聞

きしたいと思います。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 浅間前野中央線にぶつかる５０ｍぐらい手前に空き家が左側にあるんですが、建

物までは補償の対象ではないと。その敷地の、道路側の樹木のほうを補償対象とし

て、あと、用地が少し、空き家の敷地用地がかかりますので、そこはお願いしてい

るところです。建物は今回の工事ではかかりません。 

○７番（昇 健児議員）   

 その大きいガジュマルなんですけど、それは工事内で伐採するということでよろ
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しいですね。 

○宮山 浩建設課長   

 はい。 

○７番（昇 健児議員）   

 分かりました。あと、すぐ北側のほうに、公民館の裏のほうに抜ける道があるん

ですけども、そこの取付けが、今、改良する道からそこへ入るときに、車両がちょ

っと狭くて、道幅が狭くて、要は角が削られていないものですから、入りづらいと

いう部分があるんですけども、その辺りは設計が固まっているんであれば、要望と

しては、少し角を広げられると車両通行、今だともう４ｔ車だとぎりぎりか厳しい

ぐらいではないかと思うんですが、その辺りはどのようになっているのかお聞きし

ます。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えします。 

 その取付道路自体の改良はいたしません。交差点のほうが、今の道から右折左折

する際には非常に道幅が、元の道幅が狭いですので、入りにくい、隅切りもなかな

かできないです。工事の中で隅切りはしませんが、今度、広がる道が、道幅が７ｍ

と大きくなりますので、４ｔぐらいの車であれば大回りをすれば、普通にその道に

進入できることになりますので、十分な交差点になると思っております。 

○７番（昇 健児議員）   

 分かりました。まあ、そのような形になるのであればよろしいかと思います。 

 あと、前野住宅のところから、才知又のほうに抜ける里道があるんですけども、

こちら、工事とは関係ないんですけれども、集落のほうから、住宅の方ですとか近

隣に住む方が、亀津方面に向かう際に便利になる道なんですけども、現状、ちょっ

と舗装もされてないですし、道が凸凹であったり、なかなか通りづらい状況なんで

すが、ここをもし役場のほうで、原材料でも支援いただけると、集落で舗装はする

ので、というような話が来ているとは思うんですが、この辺、２００ｍぐらい、

１５０、それぐらいあるんですかね、一度では無理だとは思うんですが、そこも利

便性向上のために、ぜひ、年度を分けてでも、ちょっと支援していただきたいなと

いうふうに思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 ６年度のむーるし語ろう会のほうでも、その要望がありましたし、以前から区長

のほうから要望があります。また、その才知又の橋のほうに下りていって、集落の

田んぼもあるようで、非常にその道は有効利用できるということで聞いております。 

 町のほうで施工はなかなか難しいと思いますので、生コンのほうの原材料を支給
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させていただいて、今、議員がおっしゃられるように、単年でするには非常に距離

が長いので、複数年分けて原材料を支給ということで、集落の皆さんで舗装してい

ただく分には、建設課としては大丈夫ですので、７年度から少しずつ原材料支給と

いう形でやっていきたいと思っております。 

○７番（昇 健児議員）   

 そういった形でも進めていただけると、集落としても非常にありがたいと思いま

す。 

 できれば、舗装、原材料でもありがたいんですけれども、やはり舗装するとなる

と整地したり、また枠を組んだりと、いろいろな作業はありますけれども、できれ

ば、重機の借上料なども支援していただけるとありがたいと思います。 

 これは、答弁は結構です。 

 次は、橋から前野方面は令和７年、８年度で完了予定ということですけれども、

その後、岡前方面への計画のほうは固まってきているのか、現況はどのようなとこ

ろまで進んでいるのかお聞きします。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 岡前のほうがなかなか、用地のほうの交渉がうまくいっておりません。路線を今、

一部計画を変更して、まず、今、前野の南西橋のほうから岡前中央線のほうにまっ

すぐぶつけるような図面を描きまして、今、用地を交渉しております。また、県道

の岡前の入り口のほうから上っていくところも、今、少し用地の取得のほうが停滞、

止まっている状態でございまして、いろいろ理由はあるんですが、少し止まってお

ります。 

 そうは言っても、この事業、前野岡前横断線ということで、国の補助事業ですの

で、今言った少し線形を変えてでも、全線通していきたいなと考えております。 

 今後また努力して、用地の取得に努めたいと思っております。 

○７番（昇 健児議員）   

 いろいろ問題があるようですけれども、スムーズな事業推進が行えるように、早

めに、早くても令和８年度、９年度ぐらいから手がけることだとは思いますけれど

も、その計画、用地買収等、早めに取り組むよう要請いたしたいと思います。 

 もう一点、これも事業と少し離れるというか、関連はするんですけれども、西郷

公園のほう、人の集まる憩いの場となるように、景観維持、公園周辺の樹木の伐採

等、せっかくああいう高台で、県道のほうから階段も設置して事業を入れてありま

すけども、現状なかなか活用というか、利用されていないのかなとちょっと危惧し

ている部分がありまして、行って見てきましたけれども、桜の木なども幾つか植え
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られてはいますけれども、やはりそこの見晴らしがよくなれば、天気のいい日です

と、ずっと海、岡前からずっと南部のほうまで見渡せますし、昔、西郷さんがそこ

で、ここに立って眺めていたんだろうなとか、そういう想像もつきますし、夏の祭

りのときなども、そこからの花火の眺めもいいでしょうし、いろいろと興味を持っ

て来られる方も増えるんではないかなと思いますが、桜の木はせっかく植えてある

んで、多少枝を落とす程度でも構わないとは思うんですが、そんなにお金もかから

ないことだと思いますので、１日、２日で済むことだと思いますので、全体ではな

くて、海側または南側、階段周辺、その辺りの伐採はできないものなのかというこ

となんですけれども、いかがでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 議員のおっしゃるとおり、公園周辺の急傾斜といいますか、のり面のほうの樹木

がかなり高くなっております。そのせいで、公園の碑の周回道路があるんですが、

そこを歩いてみても、岡前の田袋も見えないし、西のほうの海も見えないという状

態になっております。 

 担当と話をしまして、目線の高さぐらいまで木を切る分には、木を根こそぎ切っ

てしまうと、のり面の崩壊につながったりしますので、木を枯らさない程度の腰の

高さぐらいまで木を伐採して、見晴らしのいい状態に保つことは非常に有意義だな

ということで、公園管理費がございますので、その管理費の中で伐採をしてみたい

なということで、今、担当と話を進めているところです。 

○７番（昇 健児議員）   

 後からも出てきますが、せっかくのですね、自然のといいますか、すばらしい景

観があるわけですので、それを有効に活用できるように、ぜひとも早めに実施して

いただくよう要請したいと思います。 

 では、次の２点目に参ります。 

 平土野浜の護岸改修工事について、前回、前々回ですかね、大澤議員のほうから

も質問ありましたけれども、私なりにちょっといろいろとほかにも聞いてみたいこ

とがあるので質問いたしました。まず、令和６年度から令和１０年度までというこ

とですけども、実施設計はもう出来上がっているんですか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 ２月の１９日に県のほうから図面等を持ち寄っていただいて、役場のほうで説明

を受けました。まだ成果品を県が受け取ったわけではなくて、３月いっぱいで実施

設計の成果品を県のほうが受け取ると聞いております。 

○７番（昇 健児議員）   
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 設計が出来上がって、そうすると、発注は令和７年度中に行われるわけですかね。 

○宮山 浩建設課長   

 県の話によりますと、７年度は護岸ブロックの製作を発注するということで、現

場の工事に着手するのはそれ以降に、８年度以降になると考えております。 

○７番（昇 健児議員）   

 ということは、令和７年度は現場に入ることはないということですね。工事内容

についてちょっとお聞きしたいと思うんですけれども、私は、一昨年ぐらいからで

すかね、ビーチバレーが行われておりますけど、そこにちょっと関与している関係

上、どうしても聞いておきたいのが、今、現状、排水が上から２ヶ所、直接浜のほ

うへ流れていますけれども、雨が降ると砂が全部流されて、せっかく整地しても使

えないという状況になる現状がありますが、これをせっかく整備するわけですので、

どこか、右なり左なり、別のところにまとめて排水してもらいたいという要望があ

るんですけれども、これがどのようになっているのか、県の計画の中では。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 この海岸メンテナンス事業は、県が、今ある防波堤、護岸を、もっと機能のいい

ものに更新をするという事業ですので、県において、その排水を新たに造り直すと

か、そういうことはありません。 

 ですので、そこに出ている排水は、町の、いわゆる側溝、道路水等が流れ込んで

おりますので、その排水の位置を、海に流す位置を変える工事におきましては、町

のほうで対応しないといけないと考えております。 

 で、今、議員が言われるように、２ヶ所からかなりの量の水が海のほうに流れて

おります。それを、位置を変えるとなれば、大体南のほうに道の勾配が行っていま

すので、１００ｍぐらい、縦断の側溝を町のほうで新設をして、今、神田マリンの、

旧桟橋のその辺から海のほうに流す必要があるんじゃないかと考えておりますので、

いわゆる１００ｍ程度は、縦断側溝の少し大きいものを町のほうで新たに入れる必

要があるかなと考えております。 

○７番（昇 健児議員）   

 そうであれば、県の工事が令和８年度から始まるのであれば、できればその以前、

または同年度内で工事のほうを行っていただければ、スムーズにいろいろと進むの

かなと思うんですけれども、それは可能でしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 今、県の工事は、今ある防波堤にひっついている消波ブロック、三角錐の消波ブ

ロックを撤去して、そこにいわゆる階段状の護岸ブロックを造ります。ですので、
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今の波返し、いわゆる防波堤は撤去することはありません。 

 で、町のほうは、今ある防波堤の内側、道路側に縦断側溝を入れる必要があると

思いますので、工事が行って来いになっても、町が先にしても県が先にしても、そ

の町側の工事はできると考えておりますので、県が先なのか町が先なのかは、また

予算をどういうふうに獲得するかによると思いますので、そこも併せて県と協議を

進めていきたいと考えています。 

○７番（昇 健児議員）   

 現状が浜のほうに流れているわけですから、そこに階段状のそれをすると、じゃ

あ埋めてしまうわけにもいかないですし、なのでできれば先に、ということだと思

いますので、その辺協議しながら、ぜひ支障のないようにしていただきたいと思い

ます。 

 それともう一点は、防護柵、転落防止柵になるんですかね、が、ずっと町道沿い、

防波堤の上のほうにありますけれども、これは工事の際、残しておく考えなのか、

それとも全撤去するのか、その辺は。言いたいのは、もし残すのであれば、今、入

り口が南側１ヶ所しかないですので、せっかくそこを整備して、そこへ、浜へ下り

るときに支障というか、そのまま残すのであれば、もう２ヶ所ぐらい、真ん中、北

側ぐらいに出入口を設けられないかということなんですけども、その辺はいかがで

しょう。 

○宮山 浩建設課長   

 今の、いわゆる擬木での転落防止柵、今、コンクリート製なんですが、今度、先

が階段状になりまして、転落防止柵はある意味、必要ないといえば必要ありません。 

 いわゆる与名間ビーチもそういう感じなんですが、一応、どこからでも入れるよ

うにはしてありますので、今、亀津とか、母間の港のその辺とか、同じような形で

階段状の護岸を造ってありますが、そういう柵は一切ありませんので、とはいえ、

せっかくあるものを全部撤去するのか、また、さっき言ったように、縦断側溝を入

れる際に全て取ってしまうのか、含めて、それも併せて県と、また町のほうで協議

して、私のほうは全部取っていいのかなとは考えております。 

○７番（昇 健児議員）   

 まあ、完成をイメージする中では、おっしゃるように必要なくなるのかなという

ふうには私も思いますが、台風時とか、そういったときにどうなのかなというと、

その辺は県のほうでいろいろ計算というか、そこも含めて考えてはやられていると

は思うんですけれども、その辺も含め協議しながらしていただければと思います。 

 次に、以前、大澤議員のときにも答弁があった、手前の防波堤側の消波ブロック、

これは撤去、全というかその工事区間だけなんでしょうけども、撤去するというこ
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とでしたけれども、これを廃棄するんではなくて、廃棄するのもお金がかかります

し、廃棄ではなく、これを取り置きして、町のほうで、例えば、与名間海浜公園の

浜の砂が非常に南側のほうに海流に乗って流されて、以前と比べるともう相当砂浜

がなくなっているというか、下がってきているなというところをずっと感じている

んですけども、その原因としてやっぱり出島というんですかね、それの形状とか、

そういった影響もあるのかなと思うんですが、そういったところに再利用して、そ

れを防ぐ。または、砂が昔のように溜まっていくような、いろいろ検証は必要なん

でしょうけれども、そういったところに再利用できないのかなと思うんですけれど

も、その辺りどうでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 ２月１９日の事業説明、図面を持ってこられて事業説明を受けた際も、そういう

話が出まして、その再利用については、県としては逆にありがたい話だという話を

いただいております。その説明会の席に観光課長も梅岡課長もいましたので、その

出島の先にこの消波ブロックを並べて、その浜の砂の流出、今、松原公民館の下の

ほうに大分流されていて、毎年そこからまた砂を取ってまた戻すというようなお金

もかかっているようですので、どういう形でそこに移設したらその砂が流れにくく

なるかなども考えて、出島の先をＬ型にするとか、そういうのもいろいろ思案しな

がらやっていきたいと考えております。 

 県のほうは、そこに移設する分には問題ないという答えはいただいております。 

○７番（昇 健児議員）   

 県のほうでも水路とかいろんなものを再利用というような形で活用しております。

事業費の削減ですとか、またそういうのが今話したように、一つの課題解決のため

に利用されるのであれば、非常にいいことではないかなと思いますので、ぜひ効果

が出るような、また出るのか検証は必要だと思いますけれども、ぜひそういった方

向でしていただければと思います。 

 次に、平土野浜の沖のほうの、今度は護岸、消波ブロックですかね、が、ずっと

５０ｍほど置かれておりますけれども、北側、南側のほうが１０ｍぐらい開けてあ

るんですよね。そこを、すぐには無理でしょうけれども、閉じられないかというこ

となんですけれども、理由があってそこは県としては開けてあるものだとは思いま

すが、逆に今、現状を見ていると、そこが開いていることによって大島石油側のほ

うにも砂が集中して隆起して、台風時などには道路側まで水が来るようなこともあ

るんじゃないかと。プラス、今年度だと思うんですけど、漁港に砂がたまっている

と。で、それを除去をするような工事をしておりましたけれども、それもそこが開

いていることによって、この間ちょっと見に行ったんですけども、港のほうにやっ



－163－   

ぱりまた砂が入り込んでいるんですよね。多分、だからそこから行った砂が、そこ

に入り込んでいるのではないかなと私は思ったんですけども、それも、だからそこ

を塞ぐことによって防止することができるんじゃないかなと思ったんですが、その

海流のためにということかも分かりませんけれども、テトラですので隙間がありま

すから、水がそこにとどまるということもないと思いますし、大きな支障はないの

ではないかなと思うんですけど、向こう側、南側が川からどんどん水が流れて来ま

すので、多分そっちのほうに砂も引っ張られるような、いい形になるんじゃないか

なと私は思うんですけども、そのあたり、そういうような話を県側にできないかな

ということなんですけど。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えします。 

 浜から二、三十ｍ沖のほうに、大体１００ｍぐらいですかね、消波ブロック、い

わゆるテトラポッドを置いて平土野の町に波が上がるのを防いでいる今状態で、北

側が１０ｍぐらい開いておりますが、そこを塞いだらその砂の流れがうまくいって、

漁港のほうに進む、今、漁港の航路に砂がたまっておりまして、県のほうが一生懸

命浚渫で工事を出して砂を取っておりますが、そこに行かなくなるかどうかちょっ

と私も分からないので、県のほうに１回、そこを閉めれるのか、閉めれないのかは

１回聞いてみたいと思います。協議してみたいと思います。 

 議員が先週来られたときに話をしましたが、今ある、今度撤去する防波堤側にあ

る消波ブロックをそこに並べることはできません。重さが全然違うので、そこに並

べても、今、防波堤にひっついている三角錐の消波ブロックをそこに並べてもすぐ

流されてしまいますので、それをそこに移設することはできないんですが、今ある

９ｔぐらいの重たい、同じぐらいのやつをあと１０ｍ、そこをつないで留めること

ができるのかどうかについては、県にもう１回確認をさせていただきたいと考えて

おります。 

○７番（昇 健児議員）   

 見てますと、現状では、また一、二年もすると同じように漁港入り口のほうに砂

がまた堆積して、また同じようなことをしないといけなくなるんじゃないかなとい

う予感がしますので、ぜひその辺は、何でそこにたまるのかということも検証しな

がら、私はそれが原因じゃないかなと思ったので申し上げましたが、ぜひ県のほう

と協議していただければと思います。 

 あともう１点、あと２点あるんですけど、砂浜の高さはどうなるんでしょうか。

砂浜を利用するに当たっては、満潮時にでも砂浜に海水はつからない程度の高さで

残せば利用価値も上がるのかなと思うんですけど、その辺は考えての設計はされて
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いるかとは思いますが、その辺どうなっているんですか。 

○宮山 浩建設課長   

 ２月１９日に図面を少し拝見しましたが、県の計画では、今の砂浜の一番高い高

さよりも約１ｍ程度下がった位置で砂浜が止まるような図面を書いてありましたの

で、砂を少し取るにしてもその程度、工事完了時には今より１ｍぐらいかな、低い

感じになると考えております。もう２ｍも３ｍも下がるということはありません。 

○７番（昇 健児議員）   

 そうであれば安心しました。 

 それともう最後１点ですけれども、浜の利活用のため、周って見ますと、周辺の

住民なのか町内の方だと思うのですが、そこを子供を連れて来て遊ばせたり、また

バーベキューなのか分かりませんが、そのようなことで使っているような方も見受

けられました。やっぱり以前と比べると利用する方が、きれいにもなりましたし、

砂も浜も非常に豊富にあるということで活用が進んでいるのかなというようなとこ

ろが見られます。さらに、利用者というか、そこに来る方に便利になるために、水

道施設が今、ずっと向こうの漁港のほうに行けばトイレもあるんですけれども、岸

壁というか擁壁のその辺りにできれば２ヶ所程度、将来的にですけどもね、設置で

きないかと。足を洗ったり手を洗ったり、いろいろやっぱり、海につかっていいの

か分かりませんが、便利になるのではないかなという思いがあるので、その辺、建

設課ではなくなるかも分かりませんが、先々ぜひ、できればつけていただければな

と要望をして終わりたいと思います。 

 次に３点目、単身用住宅の建設はできないかという件についてですけれども、先

ほど説明答弁がありまして、令和６年度、そういう単身者または夫婦、高齢者の夫

婦ですとか、１人から二、三名程度が入居可能な２ＤＫが今年度４戸、令和７年度

でまた同じタイプを２戸計画しているということでしたけれども、今のところでは

その４戸、６戸はするけども、その後の計画も何か計画されているんでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 今、予定している６戸のその先ということですが、今のところ計画はございませ

ん。 

○７番（昇 健児議員）   

 ほかの子育て世帯等も需要あるでしょうから、そこも見ながらそういうわけにい

かないだろうなとは思います。 

 島内の単身高齢者や若者、また島外からの移住者やＵターン者、それと教員など

の転勤族等ニーズは高いと考えますが、今話したように、とはいえ、子育て世帯用
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の住宅も不足しており、今後、町の財政負担等も考えると目標戸数を設定しまして、

国の支援もある、国のほうでも令和８年度ぐらいからですか、いわゆる民間による

賃貸住宅の建設、こういったものも推進しているようですので、民間の資金力とい

うか力も借りながら事業を進めていけないかということなんですけれども、公営住

宅、自治体でばかりとなると解体しないといけない住宅もあるでしょうし、なかな

か総数としては増えていかないのかなという思いがありまして、その辺どのような

見解なのか伺います。 

○宮山 浩建設課長   

 長寿命化計画というのを策定して進めるわけですが、これは国に報告をして、国

庫補助事業で公営住宅を建設する際にこの長寿命化計画というのが必須です。国に

報告しますので、今３００ある公営住宅を１０年後に４００にしますという計画が

つくれないわけですね。いわゆる人口が毎年増えていく市町村であれば、１０年後

に１００戸増やしますという計画はつくれます。ただ、天城町のように年々人口が

１００人ぐらいずつ下がっていく町において、１０年後に住宅を増やしますという

理由がなかなかこの国に出す計画ではつくれないということです。 

 前、松山議員が数年前にこの話をして、そうはいっても町が今、住宅不足でまだ

住宅待機者がいるという状況を鑑みれば、増やすことはできなくても現状維持とい

う計画はつくれるんじゃないかということをおっしゃってましたので、町のほうで

も公営住宅の数は少しずつ減りますということで計画をつくっているんですが、じ

ゃあそれを補完するために空き家改修を進めますとか、民間の住宅を借り上げます

とか、そういう計画を別に補完をして、総数、いわゆる公営住宅と町の単独住宅を

足した数は１０年後もほぼ変わらない数を維持しますという、今、計画をつくって

進めておりますので、５年後、１０年後に住宅を減らすのではなくて、維持します

という計画の中で今進めておりまして、建設課としては、この住宅の戸数はずっと

変わらないまま進めていきたいなと考えています。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。１１時１０分より再開をいたします。 

休憩 午前１０時５９分 

─────────── 

再開 午前１１時１０分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 昇議員。 

○７番（昇 健児議員）   
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 建設課長の説明で、そういう理由もあるなというのは勉強になりましたが、やは

りずっと待機者がなくならないというのも、今、時代によって核家族化が進んでい

て、そういった背景もあるのかなと思います。 

 それと、Ｕターン者・Ｉターン者、こういったのも進めている中ですので、民間

の力も借りるような形で進めていけば、財政の負担も減るし、また、その課題解決

にも早く対応できるのではないかなという提案であります。ただ、民間のを活用す

るにしても、伊仙のほうで実績はありますけれども、どういった形が可能なのか、

例えば考えられるものとすれば、その用地を町で取得して、その用地を提供する代

わりに建物を建ててもらうとか、それは事前の事業者からの申請があってこそでき

る形ではありますけれども、例えばそういう形ですとか、または、以前にも私が言

いましたけど、事業者が建築費に対して１割なりなのか２割なのか分かりませんが、

そういう支援を今の個人で、今年度から始まりましたけれども建築補助というよう

な形も可能なのか、その２点ぐらいが私は考えられたんですけれども、先日、奥議

員からもありましたけれども、南部のほうでそういう町有地があれば、そういう形

で可能であれば進めてもいいだろうと思いますし、そのあたりについてどのように

思いますでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 民間活力を利用した公営住宅、借上げ住宅というのもあります。国交省が出して

いる事業ですと、ＰＦＩ、ＰＰＰ、その辺で民間の業者が自前で資金調達をしまし

て、建設費を資金調達して、半分は国が見てくれるということになります。そのあ

と民間住宅は自分で資金調達した分を家賃収入で回収する、あるいは町に設計して

建てて出来上がったものを町にそっくりそのまま借り上げてもらって、自分で資金

を調達した分を役場からのリース料として回収する、そういういろんなパターンが

あるんですが、民間の天城町内、島内にそういう民間業者がいて、自分で資金を調

達してやってみたいという業者、島内業者にも限らずそういう業者がいらっしゃれ

ばこういう事業は活用できますので、その際は町のほうがそれを公営住宅として借

り上げるなり、買い取るなり、いろんな方法がありますので手を挙げてさえいただ

ければ建設課としては推進して応援したいと考えています。 

○７番（昇 健児議員）   

 ぜひ、いろんな方法あるようですけれども、前に進められるように思い切った判

断が必要になるかと思いますが、住宅不足という、ここずっとそういう課題と言わ

れていますので、それを解決するためにも、ちょっと一歩踏み出した施策をしてい

ただきたいなという思いであります。できれば、その島内の事業者がそこに参入し
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ていただければ一番なんですけれども、今、おっしゃったようにそれで需要がなけ

れば島外も視野に入れた、でもいいと思います。ぜひ、そういった形で進めていた

だきたいということを要望して、次に行きたいと思います。 

 ２項目め、地方創生について。空き家活用推進のため、町や民間事業者が所有者

との契約し１０年程度借り上げるなど第三者による改修、賃貸も推進できないのか

ということなんですけれども、まず、町内の空き家数、そして危険家屋数、以前に

調査を行ったということは把握しておりますけれども、その後の空き家の活用状況、

そして管理状況、危険家屋ですとか空き家の管理状況については、その後把握され

てますでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 空き家の調査につきましては、令和５年度に実施しております。 

 そのときの空き家の軒数につきましては、全軒で３１７軒であります。 

 これ５段階評価されております。ＡからＤ１までということで、Ｄ１は危険家屋

であるということであります。Ｄ１の軒数が当時５年度の調査では１７軒となって

おります。また、何とか手を加えれば空き家バンクに登録もできる、改修等を行え

ばできるのではないかというのがＡとＢになりますが、このＡとＢの数が１７１軒

となっております。ただ、これにつきましては外観目視で調査を実施しております、

職員が。ですので、中がどうなっているかというところまでは、まだ確認はできて

おりません。今後どうするのかということでありますが、２年に１回調査を実施し

ておりますので、新年度、７年度には、また調査を実施する予定であります。 

○７番（昇 健児議員）   

 その利用可能というか、手を加えれば利用可能ではないかというその空き家の活

用がまだ十分に進んでいないのではとの思いで質問をしているんですけれども、今、

令和５年度の調査では１７１軒ということですけれども、もちろんその中をチェッ

クしたりするとシロアリが入っていたりとか、いろんな損傷を見られてそれだけの

数にはならないとは思いますけれども、令和６年度何軒でした、８軒とか、空き家

バンク登録されている、住んでいるはいるんだとは理解しておりますけれども、さ

らに進めていくためにも、やっぱり活用されない一つの原因として、その持ち主の

現状では、改装による、一時的にですけれども二、三百万の費用負担がかかると。

それが一つあるかと思っております。現状、補助で上限１００万の５０％補助事業、

先ほど町長からもありましたが、そういった事業を行っているんですけれども、さ

らなる活用を促進する施策として私が考えられるのが２つあると思っておりまして、

一つ目が、今、資材も高騰しておりまして、１．５倍とか、ものによっては倍ぐら



－168－   

いの値段になっているものもあるかと思います。ですので、補助上限額をもう少し

上げるのか、もう一つは通告の質問にもあるように、第三者というのはやはりそこ

をカバーできる、資金力のある方、こういった方もそれに参入できるような形を進

めていくか、この２点考えるところなんですけれども、多分、今現状ですと、本人

だけの申請でないと事業の対象にならないというようなことだと思うんですが、そ

のあたりいかがでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 まず、最初１点目、補助金の上限額の増額も考えていないかということでありま

すが、現在、町長が先ほど答弁したとおり、改修費用の２分の１以内ということで

上限１００万円ということであります。これの上限を今増やすというところについ

ては、まだ検討はしていないところであります。 

 また、その次の質問、第三者に対して今どうなっているのかということでありま

すが、現状といたしましては、補助対象者につきましては、所有者もしくはそこを

借りる人になっておりまして、第三者が申請を出すということはできないという現

状であります。また、ここあたりにつきましては、また協議する余地はあろうかと

思っております。 

○７番（昇 健児議員）   

 まあ、第三者と申しましたが、これが役場のほうでいろいろ問題があるようであ

れば、役場のほうで建設課がそういう事業もやっているかと思いますが、ただ建設

課の事業は非常にハードルが高くて、なかなか空き家のほうには向かないのかなと

思いますので、別途、同じような形で町がそこに関与していって、借り上げて、そ

れは契約して、同じように１０年なのか、１０年で元が取れればいいんですけど、

１０年、１２年とか、そこは協議になりますけども、そういった形も進めていって

いいのではないかなという思いで質問いたしました。それが進めば、危険家屋発生

の抑制にもつながりますし、将来的には公営住宅、先ほどずっと計画を立てており

ますけれども、そこで需要に追いつくほどの供給が確保できれば、そこの事業費も

抑えられてくるわけですので、ぜひ、この件について前向きな検討を要請したいと

思いますが。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 この事業、市町村、まあ、町のほうで何とか新しくできないかということであり

ますが、ご存じのとおり、今年度から奄振法が延長されました。その中で、移住の

促進に関する事業ということで拡充もされております。これにつきまして、ちょう
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ど建設課のほうで進めております空き家再生事業と似たようなものもできるような

形になっております。ただ、民間事業者がそこの対象にはなっているんですけど、

なかなかそういったところまでは踏み込まれていない、協議がまだ必要であるとい

うことを伺っております。 

 この奄振事業交付金を活用した場合には、当然、これ移住促進ということであり

ますので、対象者は移住者であったり２地域居住者を受け入れるために整備する住

宅、移住者が対象、そこの住宅に入居するのは。 

 あと、整備する住宅は１０年間以上、事業の目的、移住促進に使用するという計

画で進めていただきたいということで、新しいメニューもできておりますので、ま

た建設課サイドとも協議しながら、このような事業が取り入れられるのであれば進

めてまいりたいと思います。 

○７番（昇 健児議員）   

 ぜひ、進めていただきたいなと思います。もう時間もありませんので、次にどん

どん進めていきたいと思います。 

 ２つ目の全国的な課題である、結婚の希望をかなえるための施策についてです。 

 先ほど町長のほうでも話がありましたが、現在、取り組んでいる施策として、出

会いサポート、令和５年度から婚活イベントやセミナーを実施する際に必要な経費

の一部を補助するということをやっているんですけれども、話のとおり、なかなか

参加者が集まらず、計画が頓挫したり、あまり成果が得られなかったと認識してお

ります。 

 島内においては、やはり公に参加者募集をかけると。そういう方法は、恥ずかし

さや様々な不安もあり、合わないのかなと結果を見てもそのように思っております。 

 結婚に結びつく出会いの事例としては、主に職場、知人からの紹介、趣味や習い

事の場、飲み会やパーティー、そして結婚相談所やマッチングアプリ等があるよう

です。中でも、最近は、昔はなかったマッチングアプリでの出会いが増えてきてい

るようですけれども、私も分からなかったので少し調べてみましたら、結婚相談所

なんかですと結構な金額がかかると思うんですけど、アプリですと定額の料金で気

軽に好みの相手を選べる、アプローチできる、そういう点が人気のようです。アプ

リなので徳之島でも活用は可能なようですけれども、この徳之島という、離島とい

うことで、連絡のやり取りができても成婚まではなかなか難しいのではないかなと

思います。 

 そのような中、私が考える、行政ができる支援として、例えば一つは各種スポー

ツ連盟が町内にありますけれども、スポーツ連盟や、また、連合青年団等に協力し

てもらって、誰でも参加できる、また、男女の出会いが起きそうなスポーツイベン
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ト等を企画してもらい、開催に当たっての経費の一部補助や、資材・機材というか、

そういう貸出しなどの支援をするというのは、また一つですね。そうすると、やは

り大体出会いというのは、その後の飲み会に行ってとか、やはりとにかく出会うこ

とが大事だと思うので、女性を何名入れないといけないとか、そういう規定をつく

ったり、いろんなそういったことを推進することによって、それがまた生まれてく

ると思いますので、この案についてひとつ、どう思われますでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 議員がおっしゃられますように、補助事業はあるんですけども、なかなか参加者

が抵抗がある、周りにあまり知られたくないというような考えもあって、５年度の

計画は企画倒れになったわけですが、また、今議員がおっしゃられますように、い

ろんなスポーツイベント等、その後また出会いの場をつくる、そういう企画等があ

れば、ぜひ、この今あります補助事業を活用して、商工会の青年部であったり、ス

ポーツ連盟でもよろしいかと思います、活用していただきたいと思います。 

 ただ、飲み食いして終わるというのは、まだどうかなというところもちょっと懸

念はしているところではあります。 

 そういった中で、実は今、私たち町のほうで、町長のほうの答弁でも少し触れた

んですけども、第３次天城町まち・ひと・しごと創生総合戦略というものを策定中

であります。今年度中には策定する予定にしております。そういった中で、若手職

員、中堅職員を中心としたプロジェクトチームをつくっております。この職員が、

これまで１年間の中で５回程度会議をしながら、いろんな施策やプロジェクトの検

討・提案等をしていただいたところであります。若手職員ということで、その総合

戦略の中では、結婚・妊娠・出産・子育ての実現という施策目標もあります。 

 具体的な施策といたしまして、対面・非対面で、オンラインで交流できる場の創

出、マッチングアプリ整備、また、農作業と連動した交流の場づくりというふうな

提案もございました。 

 具体的にどういうことかと申しますと、先ほどマッチングアプリと申しましたが、

これにつきましては、マッチングアプリを使ったとしても、徳之島島内の方がなか

なか出会えないということで、島内に限定したマッチングアプリの制作等も考えら

れないか、あとですね、ユニークな提案でありますが、表向きには婚活を大きく打

ち出さないで、実は出会いの場ということで、農作業、ジャガイモの収穫等を行い

ながら、終わってからそこでちょっと交流の場をつくったらどうかとか、そういっ

た提案も出てきております。実際、実現できるかどうかは分かりませんが、検討し

ていきたいなと思っております。 
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○７番（昇 健児議員）   

 そういう若手職員も含めた若者の中で、そういう提案というか、協議がなされて

いるのであれば安心しました。私のほうで、あえて別にいろいろ提案を上げなくて

も、そちらのほうで、そういう協議がなされるのであればよろしいかと思います。 

 もう一点あったんですけど、同じような提案ですのでこれは省きたいと思います。 

 本当に、国というか韓国とかで、世界的にこれは課題であると思いますので、ぜ

ひ、徳之島でいい事例というか、成功できることを願いまして、次に行きたいと思

います。 

 観光行政について。観光産業発展のため、徳之島全域を対象とした島内周遊コー

スの選定、案内さらなる整備が必要ではないかと考えるが、３町において取り組め

ないかということですけれども、これも先ほど町長が答弁の中で、そういった３町

において選定コースの協議を始めたところ、これから協議を重ねていって、対応し

ていくという答弁でありましたので、ぜひ私が言いたかったのは、徳之島のいいと

ころというのは、やはり海岸沿線、県道が大体、海岸沿線を走っているんですけど、

その沿道からの眺めが非常に多様で魅力的な景観が多いことだと思います。天城町

内でも与名間のムシロ瀬ですとか、また、与名間の海岸沿いですとか、南部に行け

ば断崖絶壁の本当に多様な景色がありますので、それをもっと生かせないかなとい

うことです。 

 あとは島内８０km、１００kmぐらいあるんですかね、１日の計画で車で見て回れ

ると、そういったところがやはりほかの島にない徳之島のいいところではないかな

と思っております。ただですね、県道沿い、景観のよいスポットにおいて、景観を

阻害する雑木等が多いというのをずっと感じておりまして、これは前回平山議員か

らもありましたけども、そういったところを伐採に取り組めないのかと。これはま

た３町においても、徳之島町も特に多いんですけれども、せっかくのいい眺めが阻

害されているというところが多々見受けられますので、その辺を、やはり私なんか

が、ずっと島にいる住民が見ても感動するぐらいの景色なので、やっぱり島外から

来る方にしては天気なんかよければ本当に心に残る、来てよかったというか、また

来たいなと、そういうふうな思いになる景観ではないかなと思っております。 

 その伐採については、天城町でいえば昨日も言われています、与名間・松原の間

の、あれはもう少し下のほうまで切り下げてもいいのかなと思うんですけれども、

そこと大澤さんのほうも質問ありました、犬の門蓋へ向かう、そこの自然公園じゃ

ない、何かになっているということですけれども、それも別に駄目だとは言われな

いんじゃないかな、申請をすれば、と思うんですけれど、まあ、そこと、秋利神辺

りからの、今度リゾート施設がどうのこうのとありますけれども、その辺りにちょ
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っと休憩できるというか、車が止めて景色を見れるようなところがあるといいのに

なと思ったりしたところでした。これは集落のほうで、提案型とかで挙げてもいい

んじゃないかなと思うんですけれども、そういったところの取組についてどうでし

ょうか、どこになるんですかね、その雑木伐採について、ぜひ進めていっていただ

きたいと思うんですが。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 先ほど町長の答弁もありましたとおり、今３町で観光部局、そしてツアーの民間

の方々と、今協議を始めたところですので、これは複数回分けて協議をさせていた

だきたいと思っております。 

 あわせて、今雑木等のお話になるとは思うんですが、我ら天城町の観光地につき

ましては、年間を通して環境整備をさせていただいているところであります。ご質

問の件につきましては、３町をまたがるところでありますので、そこも含めて雑木

等の伐採について２町にも働きかけはしていきたいなというふうに考えております。 

○森田 弘光町長   

 今、昇議員から貴重な提案がいただけたと思っております。また昨日、大澤議員

からもベストツーリズムビレッジに関係して、いろんなご提案がございました。 

 やはり来られる方々は、私たちの気がつかない、そういった自然とか小さなこと、

足元に非常に感動するということであります。今、昇議員からお話のありました岡

前側の西郷公園にしましても、やはりそういう何か施設を造るとか、そういったこ

とも大事ですけど、まずは足元からきちんと整備というか、清掃というか、そうい

ったことをやっていきたいということから、まず私たちはこのベストツーリズムを

契機に始めていければなというふうに考えておりますので、令和７年度はそういっ

たことにしっかりと着目というか、注意しながら、松原から与名間に行くあそこの

海岸線も、ここから眺めればすごい夕日もきれいですし、そういったところなども

やっていきたい。 

 もう一つ今私たちの中で考えているのが、天城町の、よくこれまで発信していた

風景じゃなくて、例えば松原登山道のあの階段のところですとか、そういったもの

を中心にして、天城町のカレンダーを作りたいということで、今年そのためには

１０月頃までには完成しないといけないんですけど、そしてこれを何かというと、

ふるさと納税の返礼品として、例えば５千円ふるさと納税しますと大概カレンダー

１千５００円ぐらいかなと私の中で思っているんですよ。そうすると、これまでの

返礼品の中に５千件ちょっとあるんですけど、その中で島出身の方の返礼というの

はそう数多くないんですよ。島出身の方々がふるさと納税に参加していただいてい
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る、だからやっぱり天城町の風景、それも見慣れない風景のカレンダーを作る、そ

うすると５千円ふるさと納税してもらえたら１千５００円相当かなと私は思ってま

すけど、そのカレンダーをもらえるということになれば、もっともっとふるさと納

税をする方々の間口も増えてくるんじゃないかなと期待しております。そして、ま

たいろんな形で島の風光明媚なところを私たちだけが知っててもあれですので、た

くさんの人に発信できるとか、そういった工夫もぜひしていきたいというふうに今

考えているところです。 

 やはりベストツーリズムを認定いただきましたので、それをどうやって活用する

かということをしっかり私たちは施政方針の冒頭で「１００の議論より１つの行

動」ということを私は言いましたので、一つ一つ実行していければなというふうに

思っております。 

○７番（昇 健児議員）   

 ありがとうございます。ぜひ、そういった方向で整備していっていただきたいと

思います。 

 もう一点ちょっと言いたいのは、景観以外にも、例えば役場前のハブの館ですと

かも、もっと見せ方を考えていってもいいのかなと思いもあります。いろんな島内、

金ハブ、銀ハブ、赤ハブ、黒ハブとかいろいろ種類がありますけども、そういった

のを入れるとか、餌をあげたらいいのか分からないですけど、その辺はとにかく島

外から来られる方も、やっぱりすごい効果があると思いますので、そういったのも

やっていけたらなと思ったところでした。 

 もう時間もありませんので、次に進めたいと思います。 

 最後、教育行政について。各種スポーツ大会ですね、時期をずらすなどできない

のかということなんですが、これは大島郡全体の、例えば社会人の郡体であれば郡

全体のことになりますので、そう簡単にということは分かるんですけども、ただ聞

きましたら、今までそういう意見も上がったことがないということですので、課長

には、ぜひ、ずらすことによって、今現状では台風で行けなくなったりとか、暑さ

ももちろんなんですけども、いろんな問題がありますので、それも、例えば５月、

ゴールデンウィーク明けから６月中旬ぐらいの間にできれば、そういったこともな

くなりますので、メリットはあってもデメリットはそんなにないんじゃないかなと

いう思いから、こういう質問をさせていただきました。これは、ぜひ、課長にそう

いう協議の場があるようですので、そこでこういった意見がありましたということ

を、ぜひ話してもらえたらなと思いますが、大丈夫でしょうか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 
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 今、議員のおっしゃっている大島地区大会については、一般のメンバーになりま

す。 

 競技別交歓大会、これはスポーツ少年団になりますが、これが奄美群島市町村体

育協会、いわゆる奄体協というところで数回協議を重ねて日時の設定もしておりま

す。 

 その中で、もう令和７年度、新年度につきましては、７月の中旬・下旬で地区大

会とスポーツ少年団競技別交歓大会が日程が既に、案の段階ではありますが、決ま

っておりますので、また令和８年度以降、この熱中症対策、安全対策、各市町村、

開催するに当たって、やはり重きを置かないといけない対策の一つになってきます

ので、また県民体育大会とか、そういった大島地区大会、県体、また国スポとかあ

りますので、その日程の調整も必要にはなってくると思いますが、大島地区大会、

スポーツ少年団競技別交歓大会は奄体協のほうでできますので、１２市町村の体育

担当が集う会議が年数回ありますので、そういったところで、ちょっと熱中症対策

のことは報告をして、今後の検討課題の一つとさせていただきたいと思っておりま

す。 

○７番（昇 健児議員）   

 そういったことで、議題に挙がることによって、いろいろと進んでいくと思いま

すので、ぜひお願いしたいと思います。 

 あともう一点、小・中・高生においては夏休み期間中の大会っていうのは、まあ、

これはしょうがないかなと思うんですけれども、しょうがないんですけれども、そ

の対策として、例えば、徳之島でいえば伊仙町、徳之島町、天城町、各町のメイン

体育館ぐらいには、まあ、費用はかかりますけれども、クーラーを設置して、以前、

鹿児島の大会に行ったときにはあまりの暑さで、運営側が、つけますけど、その代

わり電気代というか、各出場チームから１千円か２千円かだったと思うんですけど

も追加でということであったんですけども、非常に効果があったというか、快適に

プレーが子供たちもできたんじゃないかなと思いました。まあ、規模は違うので可

能かどうか分かりませんが、そういう視点として、各体育館にはもう絶対無理です

けれども、各小学校とか無理ですけども、メイン体育館ぐらい、例えば天城町でい

えばＢ＆Ｇあたりにつけれたらいいのかなという思いであります。これは、すぐに

やりますとかもう無理でしょうから、要望として受け取っていただければと思いま

す。 

 そういう事業、何か取り入れられるような事業あるんですかね、まあ町単という

と非常に厳しくなると思うんですけども。 

○祷 清次郎副町長   
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 ただいま、昇議員から質問のございます熱中症対策。やはり近年問題になってい

るかと認識しております。そういったところから、まずは、まだ防災の面からもで

きるのではないかと感じておりますし、我が町にはＢ＆Ｇ財団の施設もございます。

そういったところも含めて、総合的に今後検討をさせていただきたいと思います。 

○７番（昇 健児議員）   

 熱中症は本当に命にも関わることでありますので、そういう事業があれば、ぜひ

進めていただきたいなと思います。 

 それでは長くなりましたが、以上で私の一般質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、昇健児議員の一般質問を終わります。 

 次に、議席番号１０番、柏木辰二議員の一般質問を許します。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 通告してあります１回目の質問を行います。 

 １項目めの教育行政について。１点目、兼久小学校の校庭の水はけが悪く、支障

を来している件について、令和６年第４回定例会以降の対応と進捗状況はどのよう

になっているのか。２点目、天城町の歴史に関する教本作成について、令和６年第

４回定例会以降の進捗状況はどのようになっているのか。 

 ２項目めの男女共同参画・ジェンダー平等の推進について。推進するに当たり、

今後の課題と問題点をどのように考えているのか。 

 ３項目めの行財政改革について。天城町職員の給与に関する条例と会計年度任用

職員の給与及び費用弁償に関する条例の改正による増額は幾らか。 

 ４項目めの町民の生活向上対策について。物価高騰により、多くの町民は生活に

困窮しているが、具体的な対応策を考えているのか。 

 以上の４項目５点について明確な答弁を求めます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

 森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、柏木議員のご質問にお答えしてまいります。 

 １項目めの教育行政につきましては、教育長のほうからお答えいたします。 

 ２項目め、男女共同参画・ジェンダー平等の推進について。 

 推進するに当たり、今後の課題と問題点をどのように考えているかということで

ございます。 

 お答えいたします。 
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 令和５年３月に第２次天城町男女共同参画基本計画を策定してから、様々な普及

啓発活動に取り組んできたところでございます。町における、さらなる男女共同参

画社会の実現を目指し、令和６年１０月１日にはご案内のように「ジェンダー平等

推進のまち あまぎ」を宣言したところでございます。ジェンダー平等を達成して

いくためには、その差別的な認識や偏見をなくすだけでなく、男女の賃金格差是正

をはじめ、経済的な構造を変えていく必要もございます。新年度、令和７年度には

この宣言内容の、より実現に向けた具体的な施策を検討し、実施していくという考

えでおります。 

 ３項目め、行財政改革について。 

 その１、天城町職員の給与に関する条例と会計年度任用職員の給与及び費用弁償

に関する条例の改正による増額は幾らかということでございます。 

 お答えいたします。 

 ご質問の件につきましては、昨年１２月の第４回定例会において、その議決をい

ただいて、同月の第８回臨時会において、条例改正の議決を得たものでございます。 

 内容につきましては、令和６年人事院勧告による行政職俸給表の改定に基づき、

天城町職員の給与に関する条例及び会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例を改正したということでございます。 

 令和６年度１２月補正予算の内容で申し上げますと、一般職員の給与が２千

８１万４千円の増額、会計年度任用職員の給与が２千６９１万円の増額となってお

ります。また、期末勤勉手当につきましては、その支給月数の引上げにより、一般

職員が１千１４２万円の増額、会計年度任用職員が５２４万７千円の増額となって

おります。 

 ４項目め、町民の生活向上対策について。 

 物価高騰により多くの町民は生活に困窮している。具体的な対応策を考えている

かということでございます。 

 お答えいたします。これまで取り組んできたことについて少し申し上げさせてい

ただきます。 

 物価上昇による生活支援としましては、生活困窮者への支援として、これまで令

和４年度には住民税非課税世帯に５万円、令和５年度の住民税非課税世帯に３万円

と７万円、また、住民税均等割のみ課税世帯に対しては１０万円、また、令和６年

度には新たに住民税非課税世帯及び均等割のみ課税となった世帯に１０万円の給付

をしてきたところでございます。 

 また、町民全体への生活支援としましては、令和４年度に１８歳以上の町民１人

当たり１万円のプレミアム商品券を２千円で発行したことに加え、町民１人当たり
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１万円のクーポン券、また、令和５年度には町民１人当たり１万円と５千円のクー

ポン券、令和６年度には商工会が実施いたします１万５千円のプレミアム商品券発

行事業を支援してまいりました。 

 現在、去る２月の臨時議会において議決をいただきましたが、住民税非課税世帯

への給付金３万円と子ども加算の２万円、さらには町内全世帯への１万１千円の

クーポン券について、その発行の準備を現在進めているところでございます。 

 また、今後もこのような形で町民の方々には支援を検討できればと考えておりま

す。 

 以上、柏木議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 次に、教育関係の質問に対し答弁を求めます。 

○院田 裕一教育長   

 それでは柏木議員の教育行政についてのご質問にお答えさせていただきます。 

 その１点目、兼久小学校の水はけが悪く、支障を来している件について、令和

６年度第４回定例会以降の対策と進捗状況はどのようになっているのかということ

でございます。 

 お答えいたします。 

 令和６年度第４回定例会でご質問をいただました、兼久小学校グラウンドの水は

け問題につきましては、今回、９号補正予算に兼久小学校グラウンド整備事業とし

て実施設計委託料を計上させていただき、改善したいと考えております。 

 その２点目、天城町の歴史に関する教本作成について、令和６年度第４回定例会

以降の進捗状況はどのようになっているかというご質問でございます。 

 お答えいたします。 

 天城町の歴史に関する教本作成の進捗状況につきましては、天城町文化財保護審

議会会長と教本作成計画について協議を行っているところでございます。 

 今後、協議した内容について天城町文化財保護審議会での議論を経た上で、教育

委員会において教本作成計画を進めていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。午後１時より再開をいたします。 

休憩 午前１１時５７分 

─────────── 

再開 午後 １時００分 

○議長（上岡 義茂議員）   
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 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 柏木議員。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 １項目の教育行政についてから質問します。 

 １点目の兼久小学校の校庭の水はけの件ですが、先ほど教育長からの答弁で、

９月補正で今回の予算で５７万２千円ですね。ついでにですから、喜入議員が前回

言われた中学校の実施設計委託で６２万７千円と見られているんですが、これ確認

ですが、これはあくまでも実施設計ですから、設計ですよね。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 実施設計のほうになります。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 そうすると今回の議会で、この議会が終わった後にどういった計画というか、ど

ういった予定で今後進めていくのかお聞きします。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 今回、９号補正に計上させていただいておりますが、議会終了後、予算審議等が

通りましたらすぐ作業を進めまして、契約を結べたらなと考えております。 

 そして、この事業に関しましては実施設計が１ヶ月ほどかかりますので、繰越事

業としてもまた、させていただいております。ご審議のほど、また予算審議のとき

はよろしくお願いしたいと思います。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 この詳細、兼久小学校に限って今聞きますけども、５７万２千円の実施設計委託。

この詳細、中身をちょっと詳しく説明していただけますか。どういった５７万２千

円の根拠というか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 この中身に関しましては、この実際契約するところと、土壌の改善、排水設備の

設置、傾斜、どれぐらい勾配をつけるかとか、砂の量、土の量はどれぐらい入れな

いといけないのかとか、こういったものを打ち合わせていきたいと思っております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 事前に、この５７万２千円は協議はしたと思うんですけども、大体これぐらいか

かる、これぐらい、仮見積りみたいな感じでもらったんでしょうか。 

○和田 智磯教委総務課長   
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 お答えいたします。 

 この予算計上する前に、見積りを一旦取ってございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 そうすれば、もう少し、今、先ほどの答弁でしたら、まず繰越しになって１ヶ月

ほどかかるという話だったんですけども、実際、この実施設計で１ヶ月もかかるも

のなんでしょうかね。ちょっとそれ、不思議でしょうがないんですが。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 私といたしましては、１ヶ月を見ているところでございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 ちょっと細かくまた聞きたくなりますが、結局その見積りを出した業者さんが、

１ヶ月はかかるというふうな返事があったわけですか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 まず、そこもお伺いいたしました。大体これぐらいの設計をつくるには、一月ほ

どかかるということです。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 それだったらしょうがないかもしれませんが、結局、この件に関しては予算を組

んで上げてもらったことには感謝しますし、ですけどね、もう少し１ヶ月も含めて、

もう少し、１２月２５日にぎりぎりに臨時議会がありましたね。そのときには職員

の給与と会計年度の２つだけの限定した臨時議会だったんですけども、そのときに

この予算も計上していれば、もっと早くなったんじゃないかということなんですよ。

どうなんですか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 臨時議会のときにこれが早く分かって、私のほうで早く段取りをして、このよう

な形で進めていければもっと早くできたと思っております。遅れたために児童生徒

の登下校の際、あと授業においてちょっと不便を来していることに対して非常に申

し訳なく思っております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 私の感覚では設計に１ヶ月かかるものではないと思ってますし、さきの臨時議会

で予算を計上していれば、可能だったか、可能性はちょっと自信はないんですけど

も、今度の入学式ぐらいに間に合うような仕事ではなかったかなと思ったりもしま

す。 
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 今は無理な状況なのでそれを言うことはないんですけども、じゃあ、これからの

予定、１ヶ月かかりました。じゃあ、いつ頃に、今年度は上がってないですよね、

７年度に予算が、上がってないですよね。ということはまた補正を組むわけですね。

それ、補正をいつ頃組んで、実施するのは、施工するのはいつか。そこのほう、答

弁をお願いします。 

○和田 智磯教委総務課長   

 実施設計が上がりまして工事費が出てくるわけですけれども、新年度予算には間

に合いませんでした。今後、出てきた際には臨時議会、もしくは６月議会等で。 

 あと、子供たちの授業、活動の邪魔にならないような時期に早めにできたらなと

考えます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 くどいようですけど、結局５月に入るともう梅雨時期ですよね。７月、夏休みに

入るとしても台風入ったり、どんどん遅れてきますね。下手すれば１年かかるよう

な状況だと思います。 

 前回の質問でも言いましたけども、もうこれ何年もこういう懸案事項であった件

で、この一般質問で取り上げてやるような問題では私はないと思っています。上げ

てこういった予算がついたことには、すごい感謝します。ですけど、もう少し、前

回の答弁でも早急に対応しますとかでね、あと副町長のほうからもしっかり対応し

ます、こういった答弁をもらっています。 

 私は、議会で取り上げる問題ではないんですけども、取り上げたからには、そう

いう答弁をしたからにはもう少し真剣に考えて、もっと早く対応できるような体制

をぜひやっていただきたいなと思いますので、また今回こういった質問を上げてい

ますけども、もう少し、今後もう少し詰めるときは詰める。設計上がった時点です

ぐ臨時会ができる、そんな状況はしっかり対応できるのか、そこは再度確認します。 

○祷 清次郎副町長   

 この兼久小学校、そして天城中学校の校庭の問題については、私のほうからも答

弁をさせていただきました。答弁をいたしましたので、しっかりと、今ご指摘のよ

うに当初のスケジュール感が遅れているということでご指摘を受けておりますが、

この予算が通過した後には、その後の過程については早急に進めていきたいと思っ

ております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 分かりました。では２点目の質問に行きます。 

 歴史に関する教本作成の件ですが、今、１回目の答弁でもらった資料では、天城

町文化財保護審議会会長と教本作成計画について協議を行っているところという答
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弁がありましたが、その後、協議した内容についてはまた天城町文化財保護審議会

での議論を経た上でという、これも時間がかかるような、その、取っかかりに時間

がかかるような答弁ですけども、まず、その審議会会長といつに会議をして、打合

わせをして、どういった方向に決まったのか、詳しい中身を教えてください。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 昨年の第４回定例会のほうで、柏木議員のほうから一般質問がございました。そ

れを受けて、年は明けましたが１月ぐらいから文化財の担当、そのとき私ちょっと

不在でしたが、文化財の担当のほうと会長のほうで協議をした内容につきましては、

やはり最初に史料の収集をしないといけないという話を伺っております。 

 その次に、その中身についてはやはり新年度以降にはなると思いますが、その新

年度に入った際には、仮称にはなると思いますが、天城町の文化歴史の教本作成検

討委員会たるその委員会を立ち上げていきましょうという話も、今、しているとこ

ろであります。 

 その保護審議委員の皆さん、これ教本という形になりますので、やはり小中学生

が見やすいような教本の作成をしないといけないという話の中で、校長会の校長先

生だったり、また教育委員の先生方、教育委員会社会教育課になりますので社会教

育委員の方々、そういった方々、またアドバイザーで、各集落でそういった有識を、

そういった昔の歴史等に詳しい方々がいればアドバイザーみたいな形を取って、そ

ういった方々を推薦していただいて、新年度早々に委員会を立ち上げて、どういっ

た中身にするのかとかそういったのは今収集している教材等を参考にしていきたい

と思っております。 

 また、これ私の思いにはなるんですが、観光パンフレットみたいな、そんなパン

フレット的な扱いにはならないようにはしないといけないなと。やはり天城町の歴

史・文化、以前、昔３０年ほど前に「天城町の文化財を訪ねて」という冊子もござ

いましたが、あれからまたいろいろ文化財等も発掘がされて、新しい情報等もあり

ますので、そういったものも、入れるもの、また、小中学生に分かりやすいように

はしょったちょっと柔らかい表現の仕方とか、そういったものをまた、各委員の

方々の意見を頂いて作成をしていきたいと考えております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 課長の思いはすごく分かります。ぜひ前に進めてください、早めにですね。 

 この前回の１２月議会が１２月９日で閉会したんですけども、その日の奄美新聞

に載ってましたね、見られてますね。 

 徳之島町では、私が全く言った、言ったこれを、全く同じような教本がつくられ
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て、全小中学校に配布されたと、奄美新聞に載ってるんですね。それを私、見たと

きに先にやられてしまったなと、そういう感があったんですけども。これ見られて

ますか、こういう新聞、情報として。 

○院田 裕一教育長   

 私は確かに見ました。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 見て、その後のどういった行動に出たかを確認したいんですね。私は一般質問を

取り上げた立場として、これを見たときに、ここにしっかり本を購入先とか電話、

連絡先もあったんですね。電話をかけて、この本を一般でも買えますから購入して

きました。これは民間の店とあそこの生涯学習センター、２階か、そこの課に売っ

てます。１千１００円です。これを、この間からずっとこれ、一応目を通しました。 

 確かに、この新聞にもありますように第１章から６章まで、６章までですね。本

当に小学校の教本としての、私が見る限りすごいいい本だなというふうに思います。 

 一番冒頭にまず、その高岡町長が、他町の町長を褒めるわけじゃないんですよ、

ですけどもここに書いてることが、自分が学生時代に徳之島町史と出会ったと。そ

のときに抱いた感情、気持ち、島の子供たちにも親しみやすい表現で読むことがで

きないかと、そういった思いがあったと。それがこの本ができるきっかけになって

いるというふうに書かれています。 

 それにはやっぱりいろんな歴史から、例えば今の徳之島町であれば、その徳之島

町の戦後最大のヒーロー、第４６代横綱朝潮太郎のこととか書かれています。この

天城町には、兼久出身の徳三宝という方もいらっしゃいましたね。そういう人もこ

この対象になるだろうし、ぜひこれ、当然私はこの新聞を見たら、情報収集のため

にもこれを買われて見てるものだと思って質問してますよ。 

 ぜひまたこれ、参考にしてもらいたいんですけど、今後、こういったまた、情報

収集のためにこういうのを見られる、どういった形で進める、もうちょっと再度そ

の辺をお聞きします。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 ありがとうございます。そういったものも、他町にはなりますが参考にして、天

城町にふさわしい歴史文化の教本を作成していきたいと思っております。 

 最終的にはやはりデジタルの世界になりますので、今の小中学生はタブレットを

学校でも活用しておりますので、一般の方にはそういった形で冊子等もあると思い

ますが、教育委員会といたしましてはデータで作成をして、小中学生にはタブレッ

トで見られるような環境づくりもしていきたいと思っております。 
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 貴重なご意見、ありがとうございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 もう少し言い忘れました。結局今言われたデジタル化ももちろん、今後進めてい

くらしいことを書いてますね。学校においては総合的な学習の時間を中心として、

これを教本として使うというふうに書かれています。 

 話はちょっと変わりますけど、教育長に聞きたいんですけども、私は情操教育っ

て、それが一番今の時代には大事だと思ってるんですけども、情操教育ってどうい

った意味なのか、簡単に分かれば説明をお願いします。 

○院田 裕一教育長   

 やはり心の教育だと思います。やっぱり感動する、それから感謝する。本当に人

間として、何て言うんですかね、根っこにある部分の、そういう感情とか、そうい

うことだと思っております。 

 ですので、やはりそういう昔の先人の思いとかに触れるとか、それから当然、今、

目で見る、耳で聞く、そして肌で感じる、こういうのも全て情操教育として、根っ

この部分をしっかりつくっていくということですので、ありとあらゆるものが情操

教育につながっていくというふうに認識しております。 

 以上でございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 全くそのとおりですよね。結局、今の私も含めてなんですけども、大きく言えば

日本の歴史を知らな過ぎるし、島の歴史も知らないとこいっぱいある。子供たちが

この島を担っていく、将来のエネルギーになる子供たちですよ。この子供たちが、

こういった本とか学校のほうで教材として使うことによって、そういった、島の、

こんな偉大な人がいた島のよさとか、そういうのやっぱり記憶に残りますよね。そ

うすることによって、都会に出たときにあなたの島はどういった島ですか、そうす

れば簡単に説明がつきます。そういったことで、そうすることによって島にも誇り

が持てると。そういった、それも含めて情操教育ですね。 

 教育長言われたように、本を見たり、映画見たり、そうしたときに、悲しいとき

には本当に涙が出てくる自然の感情。今の子供たちには、そういった感情が全くな

いわけではないんですけども、だんだん薄れてきてますね。 

 そういうことも含めてこの本は、ぜひこういうのを早く進めて、学校へ取り入れ

て、小さい子供たちからそういう勉強の中に入れて、そういった思いをつくってい

く、醸成していくような学校教育を目指してほしいと思います。 

 そこだけは再度、お願いというか、それは要請してこの質問を終わります。 

 次に、男女共同参画、ジェンダー平等についてですが、実はこれを出して、いろ
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いろと自分なりにいろんな資料とか読み込んで見たんですけども、だんだん読み込

むたびに何か分からなくなるんですね。 

 皆さんそうだと思うんですけど、ＳＤＧｓに第５のうちの目標としてそこに入っ

てますし、いろんな、結局、大きく捉えれば大きく捉えられる。何か不思議な感覚

に陥って、ちょっとまとめきれてないんですけども、少しその辺を、私が疑問に思

うところを聞いていきたいんですけども、実際、さっきの町長の答弁では、私が聞

いている本当の本筋の答弁にはなってないんですね。結局、それを進めていくうち

に、一過程でどういった問題に直面したのか、するのか予想される、その辺のとこ

ろが聞きたいわけです。 

 来年度からしっかりやっていきたいということなんですけど、今時点でどういっ

た課題や問題点があるのかなということがあれば、ちょっと説明をお願いします。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 町長の答弁でもございましたが、令和５年３月に第２次天城町男女共同参画基本

計画を策定いたしました。５年度、６年度とかけて、この計画に基づきまして町民

の方々への普及、啓発に努めてきました。 

 具体的に申し上げますと、む～るし語ろう会は去年、一昨年と、全集落のほうで

お話もさせていただいております。また、全小中学校とはいかないんですが、小学

校、中学校のほうで児童生徒を対象、また先生方を対象に、保護者を対象にといっ

た研修会もしております。 

 それとは別にまた各種団体、当時は中央女性学級とか高齢者学級という名前でし

たけども、そこでの講話であったり、女性団体に対しての講話なども行ってきてお

ります。令和５年度、６年度とかけまして合計で２５回の説明会、研修会等を実施

してまいりました。 

 またイベントとしましても、去年１２月にはジェンダー平等推進イベントという

ことで防災センターで実施もしております。１月１５日におきましては、町長のほ

うが県庁において、市町村長を対象としたトップセミナーで登壇もしております。 

 このようなことを踏まえながら、活動を行いながらジェンダー平等に宣言をして

いるわけですので、取り組んでいるところでありますが、実際の課題として私が今

思っていることといたしましては、大きく言いますと差別的な認識や無意識な偏見

をなくすことということで、これは気持ちの問題であります。ものではなくて見え

ない部分ですので、それが実際解決されているのかどうか、またどうやってそれを

確認するのか、意識アンケートとかも定期的に行えばいいかとも思いますが、そう

いったところが課題なのかなと思っております。 
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 最終的には小さな子供から大人までが、ジェンダー平等について理解していただ

ければと思っております。 

○森田 弘光町長   

 私ども、天城町男女共同参画基本計画、またそれに続きまして、ジェンダー平等

推進のまち宣言をしたところであります。 

 やはりこれからのこのまち、自治体、そして社会ということの活性化を考えてき

た場合に、やっぱりどうしても女性の力を借りていかないとこれからの社会は成り

立っていかないという、そういった強い認識が私たちみんなあるわけでありますけ

れども、そういう中で、その男女共同参画基本計画、そしてジェンダー平等宣言を

したわけでありますけども、やはり私たち生まれたときには、男性、女性という性

別で生まれてくるんですけど、その後、いろんな社会的な風土、また文化的な風土

の中で、男の子はこうあらねばならない、女の子はこうあらねばならない、そうい

ったいろんな風習の中で私たちは生きてきているわけでありますけど、その中で一

人一人が本当に自由に、そして一人一人の個性が発揮できるような社会をつくって

いくということが、これからの社会の在り方だということの中で出発をしたわけで

あります。 

 どのような課題があるかということについては、行くところ全てが大体いろんな

壁があるわけでありますけども、それを大上段で構えてやるのと、また、一番私た

ち自分たちに振り返って私にできることは何でしょう、あなたにできることは何で

しょうということなどを、町民みんなが自覚しながら、そして男性、女性、男女共

同で社会をつくっていくんだという、そのような気持ちをみんなが持っていくんだ

というのが、私たちの男女共同参画基本計画、そしてジェンダー平等宣言だという

ふうに私は捉えております。 

 そのために鹿児島県でも今年の１月には、県のほうの主催で出水市の市長さんと

天城町の私が登壇して、いろんなお話なんかもさせていただきましたけども、それ

が私たちが先に進んでいるからということなどではなくて、今、この私たちの天城

町が新しい時代に向かってもがいているという姿を、私は首長さん方の前でお話し

したかと思っております。 

 そういう中でこの新しい時代に向かって、私にできること、あなたにできること

を、みんなで一人一人が頑張っていきましょうね、という思いです。 

 あとは具体的にはいろんな細かいこと、これから今、いろんな民主団体とか、い

ろんな組織の方々にお願いしておりますけども、これが民間の事業所、そしていろ

んな地域の方々の中で、これがどうやって浸透していくかということが私たちのこ

れからの行政としての、推進役としての大きな役割かなと思っております。 
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 この豊岡市というところが、今、日本でも先に進んでいるというところなんです

が、そこではジェンダーギャップ解消のための戦略というロードマップ、５年後に

はこういったところまでちょっと行きましょうと、そういったいろんなロードマッ

プもつくったりしております。 

 そしてそこでステップ１が、豊岡市ですから市民にジェンダーギャップの必要性

を知ってもらうというところから、ステップ１、ステップ２、ステップ３というこ

とで、ステップ真ん中辺りでは民間の事業者がしっかりと取り組んでいるというこ

と。そしてそこには男女の賃金格差をなくしましょうとか、そういったことをして。 

 豊岡市のステップ６が、子供たちが自分たちの言葉でジェンダーについて語れる

ような市、まちにしたいというのが、このステップ６ということで、今なっており

ます。 

 私たちも今、このロードマップをつくって、そして行政はもちろんですけども、

民間の方々、そして事業所の方々、地域の方々にしっかりとそういったことをお伝

えして、みんなで前に向かって進んで行きましょうというのが、今、私たちの願い

です。 

 なかなか、船出はしましたけど、私たちの船は来年、再来年の今頃、どこの港に

着いているんでしょうかという、非常に抽象的な感覚なんですけど、今そういう思

いで、しっかりと前に向かって船をこいでいきましょうというのが、今、私たち役

場の中の、みんなの共通した思いかなと思っております。 

 ちょっと抽象的なお話になりましたけど。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 結局、私も含めてほとんどの町民が、この男女共同参画、特にジェンダーとか推

進、あまり深く分かっていないんですね。恐らく、多分、ここにいらっしゃる執行

部の方もそれを完璧に理解して、こうしようとか思っている人はまずいないんじゃ

ないかと、私はそう思います。ですから、こういうことを今日は聞いてみようかな

と、私はちょっと疑問に思う点とか。 

 そういって考えてきたときにもう範囲が広くなって、どこまでが男女共同参画な

のか、ジェンダーなのか、ＳＤＧｓなのか、ちょっとこんがらがってくるんですね。

だけどそれも今回は、その線引きを分からない状態で質問していきますので、ちょ

っと飛んだりするかもしれませんが、そのとこはご了承ください。 

 まず、このジェンダーですね、男女共同参画は漢字で書いていますから、何とか

分かります。ジェンダー、このジェンダーの意味ですね。先ほど何か答えもあるよ

うな気がします。ジェンダー、簡単に言えばジェンダーって何ですか、という、ま

ずそこから聞きたいと思います。 
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○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 ジェンダーという意味は、男性はこうあるべきだ、女性はこうあるべきだ、こう

するべきだといったような、もう皆さん全員が考えている、無意識のうちに考えて

いるイメージをジェンダーと言います。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 そういった簡単な説明でも大体分かりますよね、皆さん。理解するのと、私が思

うには推進するというのは別物だと思うんですね。ちょっと言っている意味が分か

んないと思いますけど。 

 結局そこに、こんなことをいろいろ言っていますけど、結局国から指導というか、

そういうことを進めてくださいという、あれがあって今進めていることですから、

国に聞かなければ分からないと言われればそれまでかもしれませんけど、天城町と

してこのジェンダーを推進することによって、天城町民にどういった有意義なこと

があるのか。そこはどういうふうに考えていますか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 宣言文の中にもございますが、最終的な目標といたしましては「誰もが心豊かに

笑顔で暮らせる町」ということが最終的な目標となっております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 質問が全然かみ合わない、分かってますけど、行きますよ。 

 結局、簡単に言えばジェンダー、片仮名で書いているから分かりづらいんですね。

それを日本語に直せとは言いませんよ。だからその辺も含めて皆さんが分からない

と。ほとんど見ても大きな看板、瀬滝側にもありますけど、あれ何なのとかやっぱ

り聞かれますよ。 

 そういうところも含めて、今後それを理解できるように持っていくんでしょうけ

ども、いろんなことを見てますと、これ結局はジェンダーに関しては、中心となっ

ているのは国連ですよね。 

 国連から始まって、それから男女雇用均等法とか、１９８６年に男女雇用機会均

等法、そこからまた男女共同参画とか、１９９９年に男女共同参画社会基本法とか、

２００１年にいろんな法整備が施行されてこういった流れになってきてますけども、

もうちょっとそれ読むと分からなくなってくる。ちょっとそこでやめますね。 

 ちょっと話がどこに飛ぶか分かりませんけど、例えば、皆さん記憶にあると思う

んですけども、パリオリンピックで女子ボクシング、そのときにジェンダーの人が

金メダルを取ったんですね。そうしたときに負けた銀メダルの女性の方、この人が
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泣きながら言ったことを覚えてますかね。「私は誰と戦っているのか分からない」

と。 

 そういった問題は、これは少し飛び越えてますけども、これの小さい版、ミニ版

というか、そういうことも起こり得るわけですよ。例えば簡単に言えば学校の部活

だったり、男性が私は女性だと言ってやるという可能性、そりゃないと思いますよ。

そこも含めて何か考えたらこんがらがってくるんですね。 

 その辺も含めてやはりそういうこともあるよ、そうなんだという、そういうこと

をいろんなところを見て、もっともっと考えるべきだと、進めるに当たっては度し

てほしいなと思います。 

 それと、今これを進めて、すごい進めて、東京都で何が起こっているか分かりま

すか。 

 例えば、これちょっとデリケートな問題になるんですけども、トイレの問題。ト

イレは東京都２３区調べたところによると、４千ぐらいある、これは公衆トイレな

んですけども、公衆トイレで６割、ほとんど６２％、６割ですね、女性専用トイレ

がないんですよ。 

 それによってどういった問題が起きているかというと、女性がトイレを使いづら

くなったと。公園で遊ばせている保護者で、小さい子供を一人でトイレに行かせな

いとか。外国、アメリカとかも特に、今それを進めたおかげで、いろんな性的な事

件も起きていますよね。そういう問題になっていますよね。 

 だから、島は小さいコミュニティの中ですから、まずそういう想像がつかないと

思うんですけども、実際東京都でもいろんな問題が起きています。 

 そしてもう一つ、わざわざ新宿の歌舞伎町タワーでＳＤＧｓの関係で新しく建て

たビルを、そういう男女の専用エリアをつくったトイレができたんですね。何ヶ月

もしないうちに、使用する側のお客さんからすごい苦情が来て、結局それをやりか

えたわけですね。そういった事例もあるわけですよ。 

 だから、今後、ベスト・ツーリズムビレッジとか認定もされました。そのときに、

結局これからトイレとかも当然入ってきます。外国の方も入ってきます。いろんな

ことも予想される。その中で、こういったしっかりした情報をもっとしっかり取っ

て、どういったことが考えられるとか、そういったことをやるべきだと思うんです

けども、これについて、これを聞いてどういうふうに思われたか聞きたいですね。 

○森田 弘光町長   

 柏木議員がいろんな事案、いろんな不都合というかマイナスな事例もたくさんこ

れから日本各地でも出てきておりますし、また今、国連というお話が出ましたけど、

国連の中で、国連が調査して国別で、たしか１３８国・地域の中で、日本はジェン
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ダーが百十何位ですよ。本当にその下のほうですね。そういったことがあります。

そういった不都合というものを一歩ずつ解消していこうというのが、このジェン

ダー平等の推進だというふうに私たちは認識をしております。 

 そういう中で今議員のおっしゃった、特にトイレとか、これからそういったトイ

レとかいろんな問題については私たちも解消していかないといけないし、また役場

の中でもそのような形で、どうやってトイレの問題を解消しようかということなど

も、鹿児島県庁のほうにちょっと相談してみましたところが、鹿児島県庁の中、ま

だ鹿児島県庁の外の部局はまだ進んでないんですけど、いわゆるみんなのトイレと

いう名前の中で名称をつけて、いろんな子供から体の不自由な方々を含めて、みん

なのトイレという名称の中で対処をさせていただいている。 

 ただこれも、鹿児島県としても県庁の中だけであって、外の部局までは進んでい

ないというようなお話もありました。私たちもそういったものについては少しずつ

解消しながら、みんなが多様性を認め合うということを私たち言っていますので、

みんなが使えるそういった公共施設であらねばならないというふうに思っておりま

す。 

 ただこれまで社会的に文化的に、男はこうあらねばならない、女性はこうあらね

ばならないという中では、これからの時代を考えた場合には、なかなかうまく活性

化、発展していかないという認識の中で、私たちはこういったいろんな壁を一つ一

つ乗り越えながら進んでいければなというふうに思っております。そのようなジェ

ンダーのギャップを何とかして解消しましょう、ということであります。 

 いろんな課題が出てくる、次から次へと出てくるのだろうということは想定する

わけでありますけど、そこは乗り越えられるもの、またどうしても乗り越えられな

いものもあるかなというふうに思っていますけど、それは森田課長がお話ししたよ

うに、町民一人一人が、みんなが心豊かで笑顔にあふれた町をつくろうということ

の中で解消しなければいけない課題かなと思っております。いろんな問題が出てく

ると思っています。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 デリケートなトイレの話でもう一つ言い忘れていますので、課長、皆さんに聞き

たいんですけども。実際、徳之島町のお店ですね、名前言いませんけども、そこで

男女共用トイレがあるのを御存じですか。 

○森田 博二企画財政課長   

 私、実際見てはいないんですが、徳之島町のお店のほうで男女兼用のトイレがあ

るというお話は聞いたことがございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   
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 こういった事例を一つ取っても、結局、皆さん分かると思うんですけども、女性

の方が一番使いづらいわけですよ。男性も使いづらいですよ、もちろん。女性は特

に使いづらいです。それは女性の方からそういう意見がずっと聞きます。既にそう

いった事例もあります。この島でもね。それもあります。 

 そういうところも含めて、トイレの話、そういうあまりトイレの話ばかりしたく

はないんですけど、そういった事例もあります。皆さん、ぜひそういったところに

行ったときに自分がどう思うか、そういうところも考えてほしいと思います。 

 そして先ほど町長からありましたけども、これは国連のほうからの流れで来てま

すけども、多様性という言葉、世界自然遺産登録の多様性、生物の多様性とか、こ

の多様性という言葉、結構最近耳にするんですけども、私個人の考えとしては、例

えばこの徳之島、先ほどその教本の件で文化とか、島からいい文化が来てます。 

文化が伝えられてきていますよね、それによって私たちここにいますよね。 

 結局、多様性をあまりにも、多様性って言うんだったら、じゃあ私たち徳之島の

独自のいいところ、それがもしかしてジェンダー、そこに少し引っかかると言い方

はおかしいんですけど、それに少し触れるようなことであったら、私は逆に徳之島

独自の多様性があっていいと思うんですね。 

 そうしないと文化だって消えますよ。方言だって間違いなくもっと消えますよ。

先ほどの本を今貸しました。そこの中にもありましたよ、方言もちゃんと載ってい

ます。 

 教育長、ご存じだと思いますけど、亀津断髪、亀津学士村ですか、この２つ、有

名な言葉がありますよね。私、言葉聞いたことあるんですけども、この教本を見た

ときに、改めてはっきり意味分かりましたよ。その亀津断髪、皆さん、教育長も聞

いたらいかんかな、私が言いますね。 

 結局断髪って進取の気性ですよね、結局。役人、偉い人が自ら率先してそのまげ

を切って先にしたと、島民にちゃんと示したと、そういう進取の気性ですね。 

 学士村というのは、結局当時、帝国大学が全国に５ヶ所かそれぐらいあった時代

ですかね。そのときに、亀津町、徳之島町のどこかで３０名以上かな、日本一、そ

ういった帝国大学に行った学士村というのが亀津学士村という言葉の由来だと載っ

ています。改めて、ああ、と思いましたね。 

 だから結局、さっきの話からちょっと飛んでますけど、文化にだって影響する可

能性もあるということもやっぱり、少し認識してほしいなと思うんですけど、町長、

どうですか。 

○森田 弘光町長   

 何か、いろんな認識の議論になってもいけないかなと思っております。 
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 議員が、多様性があるとその方言とか消えてしまう、多様性を言い出すと方言が

なくなるんじゃないかっていうのは、全く私は逆だと思ってまして、多様性を認め

合うからそのマイナーな方言、マイナーな文化っていうのは多様性を認めるからこ

そ、そこにはそのマイナーな文化、方言は存在するんであって、ということだと私

は、そういう認識がちょっと違うのかなという気がしています。 

 多様性を認め合うと、マイナーが消えてしまうかということじゃなくて、多様性

を認めるからこそ、マイナー、メジャーじゃないマイナーなものが、やっぱり、そ

して個性っていうのが、きらりと光っていくんだっていうことが、私の中のいわゆ

る多様性というものの認識であります。 

 だから、当然方言ですとか、島の踊り、島唄、そしていろんな自然、文化、風土

っていうのは、まさしく多様性があるからこそある。また、そこら辺はしっかりと

守っていかないといけないという考え方ではあります。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 ちょっと飛躍し過ぎました。方言の話まで行きましたので、町長が言っていると

おり、そこはそうだと思います。ただ、多様性をあんまり、そこに多様性という言

葉にあんまり走ると全ておかしくなるような気もします、これは個人的な意見です。 

 この議論は、ゆうべずっと考えたんですけど、多分難しいですね。多分、課長も

これから相当苦労すると思いますよ。誰が課長になるか次は分かりませんが、そう

いったつもりで皆さん、執行部の方、この問題はやっぱりそういった問題だと思っ

て捉えていってくださいね。この問題はこれで終わります。 

 ３項目めの天城町職員の給与に関する条例と会計年度任用職員の給与及び費用弁

償の条例の改正で、どれだけの増額になったか。ちょっと言葉が不足していますけ

ど、この質問は。１回目の答弁で確認したいんですけど、細かく町長が言われまし

た、結局、総額で６千４４０万の増額でいいわけですね、総務課長。 

○福 健吉郎総務課長   

 ６千４３９万１千円の増額ということでございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 少し言葉が足りずに質問を出していまして、大体分かるかなと思っていますけど

も、結局、資料も事前に頂きました。これ私が持っている資料を言うよりも、総務

課長のほうに答弁していただいたほうがいいと思うんで、まず元年度から２年度に

かけて会計年度制度が変わったわけですよね、２年度から。そのときの元年度の、

そのときは筆耕職員という名称だったと思うんですが、令和２年度から会計年度制

度に切り替えられて、会計年度任用職員に名前が変わっていますよね。このときの

総額、総人数、元年度の人数と総額、３年度、４年度、５年度、６年度、今回の改
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正までの資料、ここちょっと課長のほうで説明してください。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 事前に資料のほうも請求がありましたので、作らせていただきました。 

 今のご質問です。令和元年度、当時は筆耕職員、臨時職員という形で呼んでおり

ましたが、令和元年度１４５人在籍しておりました。賃金の総額が１億８千

３１３万８千円、１億８千３００万余りでございます。 

 それが、令和２年度に国の法律に基づいて、会計年度任用職員ということに位置

づけられました。そのときの令和２年度の人員が１４１名、報酬のほうが、今まで

は賃金だったんですけれども、そこから報酬という形に変わりました、２億

７１８万３千円。あと、また期末手当ということで、１千４６４万４千円。合計で

２億２千１８２万７千円となります。ですので、元年度から約３千８００万ほど増

額になったということでございます。 

 これでは人数は逆に減ってはいるんですけれども、制度の中で、今までは、例え

ば時給に換算して９００円ほどですかね、８００円とか９００円だったんですが、

これが、一般職の給料表を使うようになりました。そういったことで、それぞれの

単価が、一人一人の単価が大体５００円ぐらい、５５０円ほど上昇しております。

そういった関係で人数は減ったんですけれども、３千８００万、当然期末手当も加

算されてきましたので、３千８００万ほど増加してきたというところでございます。 

 その後、令和３年度が、これ報酬額と期末手当、その他手当という３つあるんで

すけれども、ちょっと合計額で説明したいと思います。令和３年度が２億４千

１７４万円、令和４年度が２億５千５０６万５千円、令和５年度２億９千６３６万

２千円。 

 そして、令和６年度、今の年度なんですけれども、３億７千１５６万４千円。こ

れについては、今の数字につきましては、予算書、これについては、１２月補正の

給与費明細の中にある金額で申し上げていますが、６年度は、５年度が先ほど２億

９千６００万でした、６年度が３億７千１００万ということで、ちょっと大幅に増

額となってきております。これにつきましては、人事院勧告と勧告のベースアップ

分と、また６年度から期末手当にプラスされて、また勤勉手当も追加された形で、

このように増えてきております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 当然、会計年度制度に切り替えた時点から改正されてきまして、当然増えるもの

は予想していました。ですので、４項目にもこれ関連してくるんですけども、結局、

私、最初に言いますけども、会計年度の職員の報酬が高いとか、そんなこと一つも
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思っておりません。逆に、能力ある方はもっともらってもいい、それぐらいの気持

ちで、今この質問していますけども、結局、今この時点で、４項目でもまた重なっ

てくるんですけど、結局増えるところ、施政方針の中にも町における厳しい財政状

況ということで書いてあるんですけど、この施政方針の中の厳しい財政状況、具体

的な説明をしてもらえますか。厳しい財政状況、どこがどう厳しいんですか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 毎年、施政方針とか予算編成方針のたびに、厳しい財政運営という表現が出てき

ております。これにつきましては、要は一般財源でございますが、普通交付税等に

つきましては、やや緩やかに上昇傾向にあるところでございます。 

 また、反面、一方では、歳出のほうにおきましては、要は義務的経費、人件費で

すとか扶助費等、こういった固定経費が、先ほど説明した人件費もそうなんですけ

れども、高く上昇してきております。 

 また、物件費におきましても、使用料、いろんな効率化を図るために、いろんな

電算関係のシステムとかを入れるわけなんですけれども、そういったものを入れて

いくと、それぞれまた固定経費がかかってまいります。保守料とかランニングコス

トもかかってまいります。そういったことで、そういったところに一般財源のほう

が取られまして、なかなか立案して自由に使える一般財源というのがちょっと少な

くなってきております。そういった意味で、財政的にちょっと厳しいですよという

表現になっております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 もう少し聞きますね。じゃあ、その厳しい財政状況によって、今、課長が言われ

た、どういうことができなかったんですかね、実際。具体的にあります。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 まず、当然無駄を省くというのは、我々職員の意識の中では常々考えていること

でございます。そういう中で、ちょっと今、ぱっと言われたんであれなんですけど

も、いろんな団体から、もうちょっと補助金を上げてくれとか、そういった要望も

あるところでございますが、その辺はしっかり思うように増額できないというよう

なこともございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 確かに、私も前回そういったような質問もしましたね、補助金をつけてもらえな

いかとか。それ以前に、行政として行財政改革をするに当たって、まず考えなきゃ

いけないのが、結局その会計年度任用職員、これは基準財政需要額の中にも反映さ
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れていないと課長言われましたし、結局今の答弁だと、今は自主財源というより町

税って幾らでしたっけ、課長のほうから。（発言する者多し） 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 令和５年度の地方税の収入の決算で、４億５千７００万ということでございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 町税だから、４億１千万ぐらいじゃないですか。（発言する者多し） 

○福 健吉郎総務課長   

 ごめんなさい。ちょっと表現の違いだけでした。地方税イコール町税ですので、

４億５千７００万ということです。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 結局、今、会計年度、６年度の改正によって、課長、さっき言われた資料の中に

もありますけども、３億７千万ですね。で、４億５千万、単純に考えたらそこに近

づいているわけですよ。先ほど課長が答弁したように、そこから、答弁から感じる

ことは、結局、人件費とかが上がってきて、そこの不足が生じてくるから、何でし

たっけ、そうなっているというような、そういう答弁でしたよね。そういった行政

って、天城町って、そういった感覚で町税は徴収されているんですか。（発言する

者多し）分かりやすく言おうか。 

 結局、施政方針の中で、毎年、同じようなこと書いているわけですよ、厳しい状

況で。この中には、町民から徴収する税金の取り方とか、そういった文言しか私に

は受け取れないんですね。結局、町民には、そういった取るものしっかり取るよう

な努力はします、これが厳しい財政状況を立て直すようなことだというふうに書い

ていますよね。片方では、その会計年度職員がどんどん、人数は変わらないのに、

法改正によってどんどん、改正の、元年度の筆耕職員制度の年から、今、令和６年

度、この総額でいけば２倍になっているわけですね。２倍になっている。だから、

そこは私からすればおかしいなと思うわけですよ。 

 ですから、結局そこで、改正、行財政改革と言うんであれば、行政側も身を切る

改革ではないんですけど、そこでやっぱり少しは努力して、そんだけの会計年度職

員を使わずにもできるように、まして今のこの時代できるんじゃないですかという

ことですよ。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 確かに、会計年度任用職員の、それぞれ頑張っていただいてはいるところなんで

すけれども、人数につきましては、今現在、令和６年度で１４８名ということでご
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ざいますが、少し削減できないかというのは常々考えているところでございます。 

 また、先ほど議員のほうから基準財政需要額の話が出ましたが、６年度の普通交

付税の算定の中におきまして、再算定という形で給与改定分という項目が新設され

まして、そこではこれ、職員給の分につきましては、２千９００万ほどの基準財政

需要額に加算された形となってきております。 

 また、会計年度任用職員の給与改定分につきましても、それぞれの、この測定費

用、費用する項目があるんですけれども、その中において、単位費用という形で若

干見られてきているということでございます。その算定に該当しない会計年度の種

別については、また別途、包括算定経費ということで算定はされているということ

でございますが、先ほど１４８名と申し上げました。恐らく、全国的な類似団体と

いうのがございます。我々の天城町の標準財政規模の団体であれば、こんぐらいで

しょうという算定でありますので、それから見ると、ややちょっと我が天城町は

オーバーしているかなというふうに感じています。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 休憩に入る前に言わせてください。結局、行政側が今、言われている、行政側も

やっぱり行財政改革をうたうんであればやらなきゃいけないと思いますし、今、総

務課長からの答弁ですけども、やはり人事権という、会計年度職員だろうが、人事

権は選挙で選ばれた町長は人事権を持っていますよ。町長、これについて答弁をも

らってから、休憩に入ってください。 

○森田 弘光町長   

 私たち職員はもちろん、正職員はもちろんですけど、会計年度任用職員につきま

しては、基本的には国のほうというか、今、社会の中では、同一労働同一賃金とい

う考え方の中で動いて、できるだけ会計年度任用職員の身分をしっかりと保障しま

しょうというのが、今、全国的、また大きな流れかと思っております。 

 そういう中で、今、総務課長からお話のように、会計年度任用職員の方々は、当

然その課ごとにそれぞれ必要とする方々があるわけでありますけれども、全体から

見れば少し多いのかなという気はしております。これから、そういったことについ

てもしっかり気を配っていかないといけない、そういった時代に入ってきている。

そして、いろんな住民ニーズがいろんな多様化、また多様化という言葉を使います

けども、多様化そして高度化していく中で、住民サービスは、またしっかりとして

いかないといけない、おろそかにしてはいけないと思っておりますので、そこら辺

のバランスをどうやって取っていくかというのが、これからの行政運営の課題かと

認識しております。 

○議長（上岡 義茂議員）   



－196－   

 しばらく休憩します。２時１５分より再開します。 

休憩 午後 ２時０４分 

─────────── 

再開 午後 ２時１６分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 柏木議員。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 ３項目の行財政改革については、町長の考え等聞きましたので、ぜひそういった

方向で進めてください。 

 最後、私の考えをちょっと最後に言わせてもらいます。 

 途中から聞いた人が勘違いしていると思うんですけど、決して私は、会計年度職

員を減らしてどうのこうのということではないです。私は、議会側からこういうこ

とを言われる前に、施政方針、こういったことを載せる前に、やはり行政としてや

るべきことはやってほしいと。ただそれだけです。それが当たり前の健全な行政だ

と思っています。そういうことを含めて、今回質問しています。 

 役場はこの天城町で最大の一流企業ですよね。雇用の場でもありますよね。その

雇用が、結局雇用の場として行き過ぎた過剰な雇用の場であったときに、今、皆さ

ん分かると思うんですけど、民間企業だったり、農家だったり、人手が足りてない

ですよ。どっかのレジの子も人もなかなか見つからない状態ですよね。そこに、私

が見るところに、そこにも支障が来ているんじゃないかというふうにも思います。

役場のほうがいいですよね。もちろん本人も役場のほうが絶対にいいに決まってい

る、待遇もこれだけよくなってくれば。ですけど、そのバランス、過度な採用して

しまうと民間にも影響する。そこをぜひ分かってほしい。そういった意味を込めて

の質問ですから。 

 ４項目の町民の生活向上対策について、今、皆さん肌で感じていると思うんです

けど、日本全国、物価高騰によって天城町町民、生活困窮してぎりぎりの状態で、

今、生活している人がほとんどだと思います。先ほどの行財政改革ともほとんど同

じような意味にもなるんですけども、やはりそういった会計年度職員が、そこから

外れている人たち、そういう人たちにももう少し行政頑張って、そこにも予算を支

援するような、いろんな、町長最初の１回目の答弁であった、いろんなお金も支給

されていますけども、それ以外に町として、単独してもっとできることは、そこの

部分ぐらいしか生み出せないんじゃないかと私は思います。 

 そういうことで、まず、結局今、皆さん今、米の値段もちろん分かっていると思
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うんですけど、５kg幾らですかね。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 今、米が急騰していると聞いております。自分では買ったことないんですけれど

も、４千七、八百円ぐらいするというふうに認識しております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 実は私も買ったことないんですけども、今回こういった質問するに当たって、米

の値段も調べました。実際、南日本にも載っていますね、「５kg４千円に迫る」と

いう。大体合っていると思います。そういうことで、今、いろんな人に聞いても、

米が買いに行ってもないと。 

 先日、近くのスーパーで安売り、米の特価があったんですね。そのときに７時か

ら開店で、長蛇の列で買えなかった人がいっぱいいたわけですよ。でも、そのとき

の米の値段って知っていますか。３千２００円ですよ、税込みで。前年度より１千

円上がっているわけですよ。それでも長蛇の列で、そんだけ米がないということで

すよ。島にはないけども、いろんな情報を取ると米農家にはあると、というふうな

ことも聞きます、実際あるという。自分は関東にいる友達とかに聞くと、自分たち

は直接農家から毎年米を取っているから、農家に聞けば米はありますよという話が、

実際そうらしいですね。キロ６００円ぐらいで自分たちは毎年契約で取っています

と、米はいっぱいありますよという返事をもらっているらしいです。 

 結局、なぜこういったことが起きるかというと、私が持ち得ている情報によると、

結局は大手企業、大企業が買い占めて値段を調整しているんじゃないかとか、そう

いったことが言われています。ですから今こんな状態があります。今回、政府も国

も備蓄米を今度は放出するというふうな記事も、これ記事なんですけど、実際それ

が出ても、そこに中間業者が入るわけですから、入札で米の金額が決まって、売り

手が決めるわけですから、そんなに下がらないかもしれないと言われていますね。 

 この状況をどう思いますかね、答弁してください。この状況を簡単に言えば、町、

ＪＡ、農協かも分かりませんが、町の行政として、この件に関してどういった見解

を持っていますかね。（発言する者多し）ちょっと答えにくい質問ですね。 

 結局、今、国の減反政策によって、徳之島で米ほとんど作られていませんね。で

すけど、天城町に、私が知る中に今１人ですかね、前に２名くらいいたと思うんで

すけど、自分で自分の食べる米は作って、精米までしている人がいますよね。そう

いう人に倣ってではないんですけど、逆にこれ実現しない話なんですけど、天城町

でもしそれが本当に可能であれば、逆に補助金出して米を作ってもらうとか、これ

まず無理でしょう。そういうこともまず考えたりもしました。 
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 ですけど、結局、今、米の消費が減っているわけですね。米の消費が減っている

からこういった事態が起きている、原因にもあるわけですよ。 

 だから、教育委員会も少し絡んでくるんですけど、給食の件も私は、これまたパ

ン業者にまた何か言われるかもしれませんが、米食に、実際どっかの関東のほうで

はもう米の給食に切り替わってきていますね。そういったことも考えるべきじゃな

いかと思いますけど、どうでしょうか。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 教育委員会でしょう。（発言する者多し）給食、パン食か米食か。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 町内の学校給食は米食でありまして、ご飯食でありまして、月２回ほどパン食に

なっております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 申し訳ないです。私が一番分からなきゃいけない立場でしたけど、申し訳ないで

す。 

 そういうことだったらいいですね。で、皆さんも皆さんで、やはり米を中心に米

食に変えていったほうが私はいいと思っています。 

 そして、先ほどの１回目の答弁で、プレミアム商品券の件がありましたけども、

これ伝えておきたいんですけど、結局１万円のプレミアム商品券、この現金が１万

円で買えなかった人がいるんですよね。それ、行政側把握していますか。そういう

人がいたというのを把握していればそれだけでいいんですけど。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 庁舎の１階にご意見箱というのを設けて設置しております。その中に、プレミア

ム商品券の１万円の買うためのお金がなくて困っていますという、もうどうにか助

けてくださいというのが、本当に切実な思いで書かれた意見もございました。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 初めて聞きました。実際そういうのあったんですね。結局、そういう話も聞きま

すから。一概にいいことですよ、いいことですけど、そういった人たちもいたと、

そういうことをやっぱり分かってないと、今後こんな状況の中で、どういった光の

当たらない人たち、本当に困窮している人たちに、先ほどの支援のお金よりももっ

と町でできる、天城町でできることは何かというか、そこにやらなきゃいけないこ

とが分かってくると思うんですね。 

 そのためにも、先ほどの３項目の行財政改革によって、そのお金をやっぱり確保
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するべきじゃないかという私の考えです。分かりました、総務課長。 

○祷 清次郎副町長   

 柏木議員から先ほどからご指摘、ご質問を受けております行財政改革、一昨日も

奥議員のほうからこの関連のご質問がありましたが、本町、自治体の予算というの

は限りがございます。その予算を成立させるための財源をどう捻出していくか。そ

の予算と人材、すなわち職員でありますが、それを最大限に有効活用して、効率的

かつ効果的に事業を進めながら、財政の健全化と町民の福祉の向上を図るのが行財

政改革であると認識をしておりますし、先ほどの質問の中で、人件費の年々の増加

についてもご指摘を受けたところでありました。その理由については、国の働き方

改革であるとか、同一労働同一賃金のお話は町長からさせていただいたところであ

ります。 

 ご指摘については、そういった情勢の理由はよくご理解いただいていると思いま

すが、行政としての組織の再編等によるスリム化を図って、そして、そういったと

ころで捻出された予算をしっかりと、今、物価高騰で農家の皆様をはじめ、そして

一般の消費者の皆さんが大変困っている状況、先ほどの商品券の切実なお話もあり

ましたが、そういったところにしっかりと回して、全体的な支援ができないかとい

うご指摘であると理解をしております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 町長に再度というか確認したいんですけども、結局、町長は政治家ですから、や

はり天城町民をしっかり守っていくというか、そういった役目を負っていますよね。

今回この困窮した事態、そのときに、今、私も対案がないわけですよ、どうしたら

いいかとか。そちら側ではないわけですから、言うだけ言っていますよ。だけど、

もっともっとやり方があると思いますし、ぜひやってほしい。 

 そして今、マスコミでも報道されない財務省解体するデモとか、皆さんご存じで

すよね、知ってますよね。今月の３月３０日に平成の百姓一揆といって、表参道か

ら原宿を経由して明治神宮会館まで１５時スタート。こういったデモも予定されて

います。このデモは、目的は何かというと、全国の農家に呼びかけて、結局農家に

欧米並みの所得保障を訴えると。それは日本の食と農を守る、そういったデモなん

ですね。ぜひ、個人的には、ぜひ町長そこに行かれて、デモやってほしいです。本

当に、それは本当に正直思います。そうすることが、やはりもっともっと前に天城

町を持っていくトップセールスにもなるような、言い方を変えればそういう点あり

ますし。 

 もう一つ、もう少し伝えたいのが、今、財政が厳しいということも知らない人も

いっぱいいますね。いますし、天城町の政治に関しても若い人たちと話す機会があ
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るときに聞くと、私は政治に興味がないと思って話をするんですけど、今の若い世

代は４０代、３０後半から４０代、すごい政治には興味があると。その世代はテレ

ビも見ない。ですけど、自分で言うのも失礼ですけど、こういう市町村の自治体の

議会とか、そこにその政治じゃなくて、国を見ているわけですね。国、また世界ま

で見ている、そういった情報を取って、そこを気づいている人は気づいているわけ

ですよ。だから、今の時代、いろんなことをごまかせない時代に来ているわけです

よ。そこも踏まえて、私はもっともっと、そういった世代がいるということを分か

りながら、私たちも頑張らなきゃいけないし、行政もしっかりと政治をやってほし

い、というのが今回の締めくくりの一般質問になります。これで私の。 

○森田 弘光町長   

 町民の方々が大変困っているという中で、柏木議員とは同じような考え方を私も

持っているかと思っております。 

 ちなみに、令和５年、６年に続きましてですけど、特に畜産農家が大変お困りだ

ということで、競りに出した子牛に１頭当たり１万円ということで、また補助をさ

せていただきました。大変助かったという声なども聞いております。 

 また、令和７年度について、また昨日、おとといの競りには５万とか８万とか、

少し前回より上がったという報告を受けて大変うれしく思っていますけども、そこ

ら辺の状況を見ながら、やっぱり農家また町民の方々が困っているということの中

では、私はまたしっかりと対応できればなと思っております。 

 また、この間の臨時議会の中で、これは国のお金ですけど３千６００万ほど、い

わゆる非課税世帯への対象ということではなくて、物価高騰対策として使えるとい

うことで、３千６００万ほど天城町に来ました。それについて、町民、皆さん方が

お困りでしょうということで、全世帯に１万１千円、プラスワンと言っていますけ

ど、１万１千円のプレミアム商品券を、これは無償で、臨時議会で提案いたしまし

たので、３月の頭から町民の方々に郵送するということで、今捉えているところで

あります。 

 そういった形で町民の方々には、しっかりと私ども声を聞き、そして寄り添って

行政を進めていきたいと、そのように考えております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 じゃあ、安心して今回の一般質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、柏木辰二議員の一般質問を終わります。 

 次に、議席番号９番、久田高志議員の一般質問を許します。 

○９番（久田 高志議員）   
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 こんにちは。 

 早速ではございますが、先般の通告に従い一般質問を行います。 

 まず１項目め、町民歌について。天城町民歌の普及啓発についてどのように考え

ているか。 

 農政について。１点目、農業害鳥ヒヨドリによる影響はどの程度確認されている

か。また、有効な対策方法について情報等はないか。２点目、三京公共牧場跡地の

有効活用についてどのように考えているか。 

 ３項目め、環境保全について。町内における外来種の繁茂に対する対策はどのよ

うに考えるか。 

 ４項目め、政治姿勢について。未竣工による住民訴訟の経過はどのようになって

いるか。また、訴訟に係る費用はどのようになっているか。 

 以上、４項目５点について質問を行います。執行部の分かりやすい責任ある答弁

を求め、１回目の質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、久田議員のご質問にお答えいたします。 

 １項目めの町民歌については、教育長のほうからお答えいたします。 

 ２項目め、農政について。その１、農業害鳥ヒヨドリによる影響はどの程度認識

されているか。また、有効な対策方法等の情報はないかということでございます。 

 お答えいたします。 

 現在、全島にわたりまして被害調査を行っているところです。しかし、まだ集計

は整っていない状況にございます。本町で１月２４日現在ということになりますけ

れども、農作物への被害につきましては、実えんどうで被害額が５７万４千円、被

害面積で１ha、ばれいしょで被害額が８２４万３千円で、被害面積が３０．１haで

あります。そのうち０．３ha、つまり３反分以上の被害があった面積は、合わせて

５haとなっているということでございます。 

 各農家で鳥を防ぐ防鳥対策が取られておりますが、数日で鳥のほうが慣れてしま

い、効果が薄れている状況ということで、その有効な対策方法については現在大変

苦慮しているところでございます。 

 引き続き、情報の収集などを行い、対策を関係機関と一緒になって検討していけ

ればと考えていきたいと考えております。 

 農政について。その２、三京公共牧場跡地の有効活用についてということでござ

います。 
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 旧公共牧場の牧草採草地につきましては、飼料作物を外部委託により生産し、町

内畜産農家へ販売、供給ができないかということで検討しているところでございま

す。 

 ３項目め、環境保全について。町内における外来種の繁茂に対する対策はどのよ

うに考えるかということでございます。 

 お答えいたします。 

 外来種対策につきましては、特に生態系等へ影響を及ぼすおそれのある特定外来

生物などの駆除を優先して行っております。 

 具体的な取組といたしましては、令和４年度からでございますけれども、奄振交

付金を活用し、アメリカハマグルマやボタンウキクサなどの駆除を行っております。

令和７年度につきましては、新規事業として環境省の交付金を活用して、アメリカ

ザリガニやシロアゴガエルの対策を強化してまいる考えでおります。 

 また、外来種を根絶するためには長期間の対策が必要ですので、駆除作業と並行

して、町民の皆さん方への普及啓発も継続して行ってまいりたいと考えております。 

 ４項目め、政治姿勢について。未竣工（虚偽報告）による住民訴訟の経過はどの

ようになっているか、また訴訟に係る費用はどのようになっているかということで

ございます。 

 お答えいたします。 

 天城町防災センター未竣工工事に関する住民訴訟は、１２月定例会以降、２月

７日に第２０回公判が鹿児島地裁で行われました。次回第２１回公判は６月４日に

予定されているところでございます。 

 また、訴訟につきましては、町が被告側となっております。町の代理人の弁護士

の訴訟費用につきましては、公費で負担をしております。 

 これまでも申し上げてきましたが、この訴訟に対しては真摯に対応していくとい

う考えでございます。 

 以上、久田議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 次に、教育関係の質問に対し答弁を求めます。 

○院田 裕一教育長   

 それでは、久田議員の１、１項目めの町民歌についてお答えいたします。 

 その１、天城町民歌の普及啓発について、どのように考えているかということを

お答えいたします。 

 町民の歌につきましては、昭和４０年９月１日に制定されました。作詞は当時の

町長、神田善一郎氏、作曲は武田恵喜秀氏です。 
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 教育委員会において、町民体育祭や生涯学習講座の開講式・閉講式、さらには二

十歳のつどい、旧成人式ですけども、二十歳のつどいなどの式で合唱するように取

り組んでおります。 

 今後も教育委員会のみならず、町全体で町民の歌をより多くの町民の皆様に親し

んでいただけるように、普及啓発活動に取り組んでいきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 それでは、１回目の答弁をいただき、順次質問を進めていきたいのですが、議長、

ちょっと１点だけ、お米の件に関して情報提供したい点がちょっとありますが、許

可いただけないでしょうか。 

 今、米が店頭にないということで、かなりいろいろな相談が寄せられております。

ちょっと急を要することですので、各方面情報収集してありますので、どこまで正

確かは分かりませんが、知り得る限りの情報を報告させていただきたいと思います

が、よろしいでしょうか。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 よろしいです。 

○９番（久田 高志議員）   

 ご案内のとおり、先ほど質問もございました。令和の米騒動ということで、米の

値上がりしかりなんですけれども、町内各店舗においてお米がないと、店頭に米が

並んでいないということで、かなり困っているという情報が寄せられております。

各方面、ちょっと確認をしているんですが、島内に供給されている米の量は、現況

でぎりぎりの状態ではあるが、足りるような状況の数量は持ち込まれているようで

あると。備蓄米に関しても、今の２１万ｔに続き、それでも量が足りなければ、国

のほうはさらなる放出もするというようでございます。 

 町民の皆さんにおいては、かなり不安もあり、過度な購入をされているのではな

いかというようなことでございます。必要数量を購入しておけば、安定供給につな

がるのではないかなという情報をいただいておりますので、執行部のほうでも各方

面に情報を取っていただいて、なるべく正確な情報をＡＹＴなり、この議会の終盤

でも後半でも構いませんけれど、何か情報提供できることがあれば、情報提供して

いただきたいと思います。 

 本日、Ａコープさんのほうは少し入荷するようです。来週にかけてはまた、数種

類の米がまた来週入ってくると情報をいただいておりますので、ぜひ必要数量を必

要なだけ購入していただけるように努めていただきたいと要請をして、質問を継続

していきたいと思います。 
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 まず、１項目めの町民歌の普及について答弁いただきました。昭和４０年に、当

時の神田善一郎町長による作詞により、町民歌が制定されております。 

 先ほどの答弁で、町民体育祭、生涯学習センター開講式、二十歳のつどいとござ

いました。私がこれを、以前、平成２７年の第４回で、天城町の紋章の質問と併せ

て、町民歌についても質問した経緯がございます。当時成人式でございました。今

現在、二十歳のつどいで町民歌斉唱と言われて、歌詞等渡されて音楽が流されるん

ですけれども、平成２７年以来、成人をされる方々が歌っている姿が、私にはない

ように感じております。なぜならば、それまで歌ったことがないんです。ですので、

平成２７年の質問の中では、例えば学校教育の一環、例えばふるさと教育に関して

の一環で、そういった町民歌の指導ができないのかなと、各学校でそういったこと

が可能であれば、二十歳のつどいのときに、やはり歌っていただけるという思いで

ございます。 

 メロディーにしても歌詞にしても、私はすごい、非常にすばらしい楽曲だと思っ

ております。どうかその辺の指導啓発はどうにかならないものかなと思いますが、

いかがでしょうか。 

○院田 裕一教育長   

 ありがとうございます。私も全く同じ感想でございます。 

 町民の歌が、神田善一郎先生、この方はもう町長ですので皆さんよくご存じです

けども、作曲の武田恵喜秀氏も、椋鳩十が久保田彦穂という名前で鹿児島県下で

１９０曲ぐらい校歌を作ってるんですよ。この作曲が武田恵喜秀氏で、町内では天

城中学校の校歌を作曲したりとか、そういうふうにすごく（「兼久小学校」と呼ぶ

者多し）いや、作曲ですね、武田先生は作曲。作詞は、神田先生が兼久小学校だっ

たり、それから天城小学校だったりをやっております。ですので、この神田先生も

武田先生も、両方ともものすごい方々が作っている、本当に大切な町民の歌だと思

っておりますので、実は、私は教育長になってから、やはり本当に学校教育で大き

な普及啓発活動には必要だというふうなことを感じていましたので、今、４月の当

初に教職員の宣誓式等がありますけれども、そこでも歌うようにしております。 

 また、学校ではそれぞれ、なるべく町民の歌を本当に歌えるように。とにかく校

歌だったらすぐ歌いますよ、皆さん。でも、町民の歌はそこまでまだ行きませんけ

れども、とにかく学校では郷土教育における音楽放送だったり、給食の時間に流し

たり、それから月の歌っていうふうにいろいろあるんですけども、月の歌でこの町

民の歌を取り上げて、１ヶ月歌ったりとかしていますけども、まだまだもう少し、

やはりさらなる普及啓発活動が必要なのか、そのためにも教育委員会としたら、

様々なところで町民の歌を歌うようにもしていますし、それと併せてやっぱり学校
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の教職員にもしっかり教えて、さらに広めていけるように、今後ともしっかりまた

継続的に取り組んでいく、そういう考えでございます。 

 以上です。 

○９番（久田 高志議員）   

 分かりました。 

 ぜひ、そういったところを取り組んでいただきたいと思います。 

 できれば、小学校あたりで、各学校で合唱している姿とかを、例えばコンクール

形式でするとか、町のホームページとかでリンクを貼って掲載するとか。ユーチ

ューブに関しては、６０周年記念のときの各種団体とのリレー形式でしたものが

ユーチューブには掲載されております。 

 そういったことも含めて、各小学校の映像を載せて、町のホームページからリン

クを貼ったらいいですね。あと、ＡＹＴに関してはバックミュージック、後ろで流

れる音楽でメロディーをちょっと流してみたりとか、いろんな工夫があろうかと思

うんです。 

 非常にすばらしい楽曲であるし、やっぱりこの歌を聴いていると、我が町に対す

る思いというものも、やはりもう少し、もっともっと強くなってくるんじゃないか

なと思っておりますが、いかがでしょうか。（発言する者多し） 

○森田 弘光町長   

 ご提案ありがとうございました。 

 町制施行６０周年記念のときに、集落、いろんな団体を、方々がリレー式で録画

しまして、それを式典のオープニングに放映しました。大変好評だったと思ってお

ります。 

 今、久田議員のお話を聞きまして、まずはその映像がまだ保管されていると思い、

ユーチューブにあると言いますから、それを、例えばＡＹＴの１２時便のときに、

また、毎日流すとか、そうやって少しずつ町民の方々に親しんでもらうということ、

またそういうことによって、今の子供たちが都会に行く、そしてまた帰ってくる、

行ったり来たりする中で、やっぱり町に対する心の一つのよりどころといいますか、

私が施政方針で、「町民の心は一つ、心は一緒にみんなで頑張りましょう」という

ことをお話ししましたけども、そういったことも一つの小さな歩みかなと思いまし

たので、ぜひ、それについては取り組んでみたいというふうに思います。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

 併せて、町民体育祭で町章の掲揚があるときに音楽が流れますよね。１番、２番

でもいいですよね、各小学校で年次ごとに合唱していただくとか、そういったこと
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で少しでも歌えるようになっていただければ、元気な二十歳のつどいがまた実現す

ると思います。 

○森田 弘光町長   

 今回の一般質問を受けて、ちょっと大島郡内、町民歌を調べてみました。 

 町民歌を制定されているところ、じゃあもう一つ先に一歩踏み込んで、条例化さ

れているところが南２島と、和泊、知名、与論、この３町なんですね。こうやって

町民歌ということであります。いろんなこれまでの歴史の中で、町民歌が政治的に

利用されたりとかいろんなことがありますけども、これだけ町民歌として親しまれ

て、もう浸透している歌、ほかにもまだ何か候補になる歌があればとかっていう話

でもありませんので、もし可能であれば、今、私たち教育長、副町長、総務課長と

今語っているところなんですけど、またこの議会等が終わったら、議員の皆さん方

にも相談しながら、できればその条例化っていうところまで持っていけないだろう

かっていうところを今話をして。 

 あれ、質問しようとしたんですかね。（「そうです」と呼ぶ者多し）申し訳あり

ません。そういう思いで今おるんですけど、失礼しました。 

○９番（久田 高志議員）   

 答弁と質問がちょっと逆になりそうなんですけれども、そのとおりでございます、

質問しようと思っておりました。 

 この平成２７年の質問のときに、町の紋章のカラーリング、色が変われば国旗も、

色が変われば国変わるよということで、平成３０年にカラーリングのほうもしっか

りと条例制定をしていただきました。それに併せて、その条例制定を検討できない

かなという質問の内容でございました。 

 これに併せて、余計なうんちくかも分かりませんが、昭和４０年９月１日にこの

町民歌が制作されております。今年ちょうど昭和から数えて１００年の年、６０年

の節目に当たります。ぜひ、この９月１日ぐらいまでには、その町民歌の条例制定

ができれば、町長、先ほどございました、以前この議会の中、まずその選挙に関す

る後援会活動の中で申合せ事項もございました。平山議員からの提案で、この町民

歌を使わないようにしようと。 

 やはり、先ほど町長の答弁であられたように、条例化すれば、使用に関する規則

等で制限もかけていけると思いますので、みんなで愛される町民歌、天城町民歌で

あるようにしていただきたいということでの質問をする予定でした。答弁が先でし

たので、次の質問に移りたいと思います。 

 次、農政について。農業害鳥ヒヨドリの影響ですね。１回目の答弁で、実えんど

う、ばれいしょまではいただきました。あと、葉菜類から柑橘類、タンカン、こう
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いったところの被害は寄せられていないでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 タンカン等の被害も出ております。以前、１３年前にもヒヨドリの大群が来たと

きには、３月のちょうど収穫時に大変な被害が出ております。 

 今は少し減ってきてはおりますが、これからまた、タンカン、熟したタンカンに

集まるということで、これがちょっと懸念しているところでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 そのようでございます。 

 いろいろなアイデアがあるなと、この町内、島内を見回して。かかしからテープ

に始まり、鷹のたこのような、あれ、たこなんですかね。そういったものとかが設

置されていて、幾つか有効的だなと思ったものがございました。あの鷹のたこのや

つは、風があるときにはかなり有効でした。あとは、各圃場にテープよりも細い

ロープを張って、黒いごみ袋、あれをちょうどカラスぐらいの大きさに膨らませて、

くくられている方がいらっしゃいました。ここもかなり効果的に見えております。

ただ、あの鷹は風がないときには、ちょっとその隅っこぐらいをちょこちょこつつ

かれているようでもございました。 

 そういったことで、少しでも対策できればなということを考えながら、私も猟友

会に入会をさせていただいておりますので、狩猟で、例えば散弾銃とかで駆除でき

ないのかなというところを調べてみました。そうすると、奄美、沖縄、小笠原、こ

の３地区だけは、狩猟鳥獣から除外をされているんですが、この除外されている理

由とかはご存じないでしょうかね。分からなければ結構なんですが、分かれば。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 すみません、把握しておりません。 

○９番（久田 高志議員）   

 平成の中頃ぐらいからですか、前半ぐらいからですか、毎年数年ごとに改正され

て、鳥獣保護管理法の中で、今現在は令和４年９月１５日から令和９年９月１４日

までの３年間ですか、狩猟鳥獣から除外を、しちゃいけない状況になっているんで

すが、こういったのを調べていきますと、中央環境審議会なる会議がやはり答申を

されて、この法がずっと延長されているようでございます。 

 こういったものに対して、今後、県や国へ通じて、やっぱりその被害状況を伝え

ていって、狩猟鳥獣、願わくば有害鳥獣指定までしていただければ、もう少し被害

は減らされるんじゃないかなと。脅かして、多分、猟友会が全員で向かっていって
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も、散弾銃でどんだけ発砲したところで全滅させられるような数には思えません。

恐らく驚ろかす意味でも、何とかならないのかなというところですが、今後そうい

った活動をしていただけないものでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 自分も初めて聞いたので承知していなかったんですけど、そういうところがある

のであれば、こちらから投げかけていきたいと思います。 

 それで、ちょっといろいろ対策が難しいということで、いろいろ調べてはみたん

ですけど、ヒヨドリに関してちょっと調べたことを申し述べたいと思います。 

 まず、ヒヨドリ、鳥獣対策の最難関であるというのがまず出てきます。東北以北

の涼しい地方で繁殖をすることが多く、秋になるとともに、若鳥とともに関東より

西の温暖な地方へ渡ってくるということで、ツバメなどのいわゆる渡り鳥のような、

はっきりとした渡りのパターンはなく、その年の気候や餌の状況で変化するという

ことであります。 

 個体数や被害の年次変動が大きいことが、ヒヨドリ被害の特徴ということで、

ホームページに載っておりました。こういうこともありますので、関係課にはこち

らからそういう……。 

 あと、猟銃の使用は、駆除の効率は高くないものの追い払い効果があり、人間と

鳥の緊張感を保つことができます。ただし、猟銃が使用できる区域は限定的で、安

全確保が最優先となりますということでありました。 

 以上です。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひ、もし駆除じゃなくて音でできるんであれば、猟友会あたりにまた依頼をし

ていただいて、そういった追い払い活動とかができないのかなと、そういったとこ

ろも検討いただければと思います。 

 あと、併せて、ばれいしょ等に関してはかなりちょっと面積広くなるからどうか、

ネット、何というんですか、パイプグリがありますかね。あれを広げてそこにネッ

トをずっとくくっていって押えればある程度できると。 

 実えんどうに関しても、今、支柱が立っている、そこを上手に使えば、何とか網

をかけられないのかなということもございますね。そういったものに合わせた資材

がないのか、そういったところも併せて検討していただきたいと思っております。

が、自然と人間の知恵比べになるかも分かりませんが、やはり、もう、今年来たか

ら来年来るとは限らないですけれども、恐らくおいしい思いをすればまた来るんだ

ろうと思っていますので、ぜひ、またそれまでには、町単独ではなく県・国を交え
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て、やはりそういった協議の場を持って、何とか狩猟鳥獣から除外できるように頑

張っていただきたいと思います。どうぞ。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 お答えしますというより、伊仙町で一つ今効果的というのが、一斗缶に蚊取り線

香を置いて中に爆竹を入れて、次々やっていくと燃えた順になっていくので、今、

伊仙町ではそれが一番効果があるというふうに伺っております。 

○９番（久田 高志議員）   

 分かりました。課長、ごめんなさい。僕、課長と事前にちょっと相談したときに

していた約束を一つだけ忘れてしまいました。 

 先ほどの流れでちょっと順番が間違ってしまいまして、農政課長を就任されて

早々でございますので、課長としての農政に関する抱負（笑声）述べていただけれ

ばという思いで、事前に相談しておりますので、先ほどの流れでちょっと抜けてし

まいました。申し訳ございません。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 農業は本町の基幹産業であります。私、公務員としまして、町民福祉の向上及び

町民の利益を最優先に考えて、町民目線で頑張っていきたいと思っております。 

 町民と議会と職員と一緒になって頑張っていきたいと思いますので、皆様のご協

力を得ながら、町民福祉の向上に努めていきたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。（笑声）３時１５分より再開します。 

休憩 午後 ３時０６分 

─────────── 

再開 午後 ３時１５分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 久田議員。 

○９番（久田 高志議員）   

 それでは、上岡農政課長の抱負もいただきました。 

 歴代、やはりすばらしい農政課、課長が続いております。さらに、斬新な発想等

を持ち、さらに農政関係の飛躍につなげていただければ、ありがたいかなと思いま

す。 
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 あと、議長、ごめんなさい。先ほど、天城町民歌の件で、教育委員会が町民の歌、

私は天城町民歌という認識で入れていましたので、天城町民の歌に修正させていた

だければ。またそれも併せて条例で、またしっかり制定していただければ。 

 それでは、三京公共牧場の有効活用についてというところで、飼料作物外部委託

により生産、まあ、ずっと質問を続けている内容で、そのまま答弁いただきました。

非常にいい方向に持っていけるのではないかなという思いでございます。 

 そういった中で、１２月議会、前課長のときに、国の事業もということでありま

したけれども、令和７年度の肉用子牛に対する特別対策、施政方針でもございまし

た離島において追加の５万円というその文言の中に、３つの対策のうちいずれか

１つを講じなければいけないという内容がございました。 

 その中で一つ、１件に関しては、地域内での自給飼料の生産利用、こういった活

動をすることによって追加の５万円が対象になりますよと。もう一つにつきまして

は、早期出荷に向けた地域内の一貫生産と。もう一つの項目が、需要に応じた生産、

これは少しちょっと気になるところなんですが、需要調整されたりする可能性もあ

るような話も少し伺っておりますが、全体的な農水省の計画を見ると、増頭増産と

いう方向で今のところ計画がなされているようでございます。 

 そういった中で、やはり飼料の作付について農水のほうから、その面積に応じた、

青刈りトウモロコシであればヘクタール当たり４万５千円とか、牧草についてはヘ

クタール当たり１万５千円とかというような数字が出てきております。飼料作付地

に対して、畜産農家またはＪＡ、市町村等、あとはまたＴＭＲセンター等々とのそ

ういったイメージ的なもので地域協議会等が立ち上げられて、進んでいければ補助

事業の対象になるということでございます、今後の５年間の事業計画を立てたらで

すね。要はこういった補助事業は、いつまで継続されるか少し不安なところもござ

います。 

 ぜひ、時間を置かず、もう令和７年度から実施される事業でございますので、予

算的に間に合わなければ補正でも組んでいただいて、この作付とか、まず草地の何

か造成についても何か事業があるようでございますので、そういった情報を収集し

て、スムーズに実施をしていただきたいという思いでございます。いかがでしょう

か。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 その国の事業等中身を精査し、検討していきたいと思っております。 

○９番（久田 高志議員）   

 それでは、ぜひそういった方向で開墾していただいて、植付、収穫、夏、秋ぐら
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いまでにはできるように要請をしたいとしながら、次の外来種に対する対策ですね。 

 １回目の答弁でいただきましたアメリカハマグルマやボタンウキクサですかね、

特定の外来生物というところで今区切っているようですが、これ、そもそもその外

来種という定義、どの程度まで遡って外来種と言われるものなんでしょうか。ずっ

と遡っていくと、松の木あたりも何か外来種だというような情報もいただいており

ます。大体どの辺までだということなんですが、把握されてないでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 どの時期的にということかと思いますが、ちょっとそこのところについては、私

は認識はしておりませんが、外来生物のうち、生態系、人の生命あと身体、農林水

産業へ被害を及ぼすおそれのあるものが、これは特定外来生物になるんですけども、

そういったものとなっております。 

○９番（久田 高志議員）   

 町内と言わず島内各地に、私の中でいう外来種といいますと、今のところ環境省

あたりが指定しているようなものを今捉えて質問していきますけれども、こういっ

た外来種、特定外来種も、あと重要外来種ですか、そういったものも含めて、そう

いったチェック体制、どこにそういった外来種があるとか、そういったことはされ

ているんでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 資料は持ってきていたんですけど、ちょっと探すのに時間がかかっております。 

 その調査につきましては、年間通して、自然保護専門員の方、あとまた職員で、

町内一円を回るときに調査をしているところでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 調査をしていればよろしいかと思います。 

 ちなみに、その調査に関しては、日報やら何やらその調査報告が上がってくると

思うんですが、大体どういった種類が、どの何ヶ所ぐらいに、その町内全域、まあ

数年かけてやっているわけですよね。６年度単年度ではないわけですよね。そうい

ったのがどの程度把握されているか、認識されているか、お尋ねしたいと思います。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 植物につきましてでありますが、令和６年度の調査の時点では、町内一円の中で

２６ヶ所が外来種が確認できたということであります。 

 ここにつきましては、このうちの令和４年度には８ヶ所の駆除、あと５年度にも
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９ヶ所、６年度にも今２ヶ所について実施しているところでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 その今チェックされている外来種と言われるものは、どういった種類のものなん

でしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 これまで実施してきたものにつきましては、これはアメリカハマグルマ、あとギ

ンネム、あとホテイアオイ、ボタンウキクサなどでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 多分ギンネムとかでもうチェックしていくと、多分そんな二十数ヶ所なんていう

状況ではないと思うんですが、多分とてつもない箇所にあると思うんですが、数年

かけて幾ら使っているか分かりませんけど、それはちょっと少ないんじゃないでし

ょうかね。 

 最近、大きく目につくのが、もちろんウキグサ関係とポトスですっけ、オウゴン

カズラ、オウゴンカズラは物すごい勢いで増えているように目につくんですが、そ

ういったものはチェックされていないんでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 ポトスにつきましても、場所は確認はされています。 

 しかしながら、まだ駆除とかそういうところまでには至っていないというところ

であります。 

○９番（久田 高志議員）   

 課長、私が数時間程度回っただけで数十ヶ所、もしかしたら１００ヶ所近いぐら

い確認されております。 

 これ、以前ですか、犬猫をずっと条例等で規制してきたんですけれども、この動

かないやつです動かないやつ、そこに生えているやつ、まずこういったものを先に

駆除していかないと、このポトス、オウゴンカズラの木に巻きつくと非常に大きく

成長して、木自体も枯らすぐらいの勢いで繁茂しております。 

 こういったものの駆除、あと、最近非常に増えてきているなと思うのがアカギ、

もうあちこちあります。あと、モクマオウ。こういったものに対する駆除ですね。

こういったものはいかがお考えなんでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 ポトス、たしか私の集落にも結構生えているかと思っております。 

 これにつきまして、まずは生物が、先ほどから多様性という言葉が出てきていま



－213－   

すが、生物多様性を守ることから、徳之島の自然保護という観点で駆除を実施して

きております。 

 また、いろんなそういった箇所を私たち全部把握しているわけではございません。

ですので、また、町民の方々からも情報提供をいただきながら駆除ができればと思

っております。 

 ただ、そのポトスに限って言えば、もともとは家庭での観葉植物がどんどん広が

っていったかと思っております。家の周りとかにそういうのが生えている場合には、

ぜひご自身で駆除、職員で全部やるというわけにもまいりませんので、ご自身で駆

除していただければと思っております。 

 ただ、その駆除の際には、焼却方法ですね、焼却方法。燃やせるごみに入れて焼

却してもらう、クリーンセンターのほうで焼却してもらう。また大規模に駆除を団

体等でやる場合には、近くに、そこ辺りに置いとくのではなくて、ちゃんとクリー

ンセンターのほうへ持っていって焼却処分をしていただきたいと思っております。 

○９番（久田 高志議員）   

 課長がちょっと先に言ってしまいましたので、じゃあ、ちょっと掘り返していき

たいと思います。 

 このポトスの件なんですが、まず、それこそ、課長の集落、何の意味もないです

が、かなり多く見えます、かなり。 

 そして、１ヶ所、課長に事前にお伝えしてありますけれども、１ヶ所少しだけセ

ンダンの木に巻いている物すごい太いやつを除去してあるような痕跡があるんです

が、あれは役場のほうでされたんでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 まだ確認はできていないんですけども、集落でやっていると思っております。 

○９番（久田 高志議員）   

 そこがまた気になるところで、各集落、環境保全作業等でいろいろ伐採とかそう

いったものを駆除している、駆除というか、まあ、きれいにするために、そういっ

たものが混入しているものを各集落ごとに、土捨場といいますか、その草捨場とい

いますか、そういったところが作られていると思うんですが、そこで取って向こう

でこぼすと向こうで生えるんじゃないかなと、私的には非常に心配するところなん

です。 

 しっかり取って、焼却できるような方法、以前、セイタカアワダチソウが町内で

ぽつぽつ見えたときには、県の職員が来て、根っこから抜いて当時の旧徳之島町の

クリーンセンターの焼却炉で焼却処理をしていたと思います。 
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 こういった外来植物の、特につる性のやつ、これはちょっと急いだほうがいいん

じゃないでしょうか。民家の庭先とか言いますけれども、正直言って、明らかに誰

も植えてないような場所で繁茂しているんですよ。上っていって立ち木に巻きつい

て、恐らく強風等でまた倒木するんじゃないかなというぐらいカーテン状になって

いるような場所もございます。 

 やはり、先日来、観光行政とか見晴らしとかでいろいろ伐採の質問が出ておりま

すけれども、そういった中で、しっかり外来種を認定していただいて、シルバー人

材センターも県道等々の清掃作業に従事されております。また、建設課のほうでは、

今非常にきれいになってありがとうと言われているんですけれども、そういったと

ころも、あれは、ああいった何というんですか、伐採したものはどこに持っていっ

ているんでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 建設課で伐採、また除草したものにつきましては、旧クリーンセンターのほうに

運んでおります。 

○９番（久田 高志議員）   

 そういうとこなんです。まあ、きれいにしていただくのはありがたい。ただ、そ

の中にオウゴンカズラが、ポトスが混じり込んでいれば、今度は旧クリーンセン

ターのとこへ行ってまた繁殖するわけなんですよ。ですので、そういったところを

しっかり、手もかかります、時間もかかります、でも、小分けをしていって、こつ

こつ駆除していかないと、恐らく近い将来、皆さん、今度は全員気にしてみてくだ

さい。気にしてみたら、もう見えないところがないぐらいです。必ず１日どっかし

ていれば１ヶ所以上必ず見えます。 

 ぜひ、こういった外来種に関しての対策、そして、先ほど言いましたモクマオウ、

アカギとかもですね。アカギの繁殖力はもうすごい状態です。生育もむちゃくちゃ

早いんです、あれ。あっという間に、１個人じゃ対応できないぐらいの巨木になっ

てしまいます。 

 ぜひ、そういったところも、何かばらばらじゃなくて、もうどっか北部からでも

南部からでもずっと網羅して、何かそういったことをしていけるような予算立て。

遅れれば遅れるほどお金がかかると思います。 

 ぜひ、そういったチェック体制の強化、もし何であれば各集落等に相談をしてい

ただいて、情報提供をしていただく、じゃあ、それの駆除法を検討して駆除をする。

もうモクマオウとかアカギは伐採して、恐らくドリルで穴を開けて、もう除草剤を

打っていくぐらいのやり方をしないと止まらないんじゃないかなという思いでござ

います。 
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 あと、このボタンウキクサ駆除をしていると答弁でいただいておりますけれども、

こういったものも、以前、浅間のため池公園ですよね、一度清掃してあります。も

う満タンになっています。要は、繁殖力が強いので、できれば大規模に撤去しての

後１ヶ月１遍ぐらい、あっちこっちに生えてくるやつを１年、２年かけて取ってい

かないと、最終的な駆除は難しいそうでございます。ただ一回取ってきれいになっ

たから大丈夫だでは同じことの繰り返しなので、ぜひそういったことも含めて、あ

と、そういったものの処理方法もしっかりと焼却処分、できるように対応していた

だきたいと要請をいたしますが、いかがでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 まずは、町民の方々に除去の方法なども周知いたします。 

 先ほども申し上げましたが、最後まで焼却、庭先とかそういうところにあるもの

につきましては燃やせるごみで、あれはごみ収集所のほうに出していただきたい。 

 また、大量にある場合には、ちゃんと徳之島愛ランドクリーンセンターのほうへ

持ち込んで焼却処分をしていただきたいと思っております。 

 今現在、そういった目立つところについてでありますが、７年度の予算では、

６年度につきましては奄振事業のみで駆除を行っておりました。７年度につきまし

ては、それにプラスして環境省のほうの補助事業を活用しまして、シロアゴガエル

と天城町で確認されてはいないんですけども、それの生態調査、あとアメリカザリ

ガニは三京のほうで確認されておりますので、これの駆除などを実施していきます。 

 奄振事業のほうで、アメリカザリガニのほうの駆除のほうの予算は来年度も計上

しております。 

 しかし、そちらのほうでも環境省の事業でもできるということでありますので、

そちらのほうのお金が少し浮くのかなとも思っておりますので、そういった植物、

ポトスとかモクマオウとか、まあ予算のできる範囲でしかないんですけども、取り

組んでまいりたいと思っております。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひ、そういった取組をしていただきたい。できれば少し頑張っていただいて、

予算計上していただいて、その範囲、時間を早めにしていかないと、遅れる分時間

がかかる。ただ、やっている体だけでは意味がないですよと。しっかりと本気で駆

除をする。こういったものに関しては、３町でも協議をしながら──３町ともにあ

ります。３町とも繁茂しておりますので、ぜひ３ヶ町で知恵を出し合って、せっか

く自然遺産に登録されてベスト・ツーリズム・ビレッジに認定されて、様々な好条

件が整ってきている中で、やはりそういったものが目につかないような状況にはし
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ていただきたいというところでございます。 

 それでは、最後の政治姿勢について。少し和やかな雰囲気もあったんですけれど

も、これも一つの私の多様性の一つだと思って、お認めいただければありがたいか

なと思いながら、質問をさせていただきます。 

 まず、１回目の答弁でいただきました防災センターに関わる１２月定例会以降、

２月７日で、次回６月４日が恐らく結審してのもう１審の判決日だと思っておりま

すが、よろしいでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   

 天城町防災センター未竣工工事に関する住民訴訟につきましては、令和４年４月

１３日に第１回口頭弁論に始まり、２０回目の公判が去る令和７年２月７日に行わ

れたところでございます。 

 ただいま議員のほうからありましたように、今年の６月４日が判決の言渡しとい

う予定になっております。 

○９番（久田 高志議員）   

 分かりました。ちょっと行ったり来たり前後するんですが、その費用についても

なんですが、もちろん住民訴訟で町が訴えられておりますので、公費で裁判を受け

るというのは至極当然のことだと思っております。 

 この１審が結審したわけでございます。１審に関しては、あとは判決を待つとい

う状態で、結審といいますか、審理が終了したという認識ですかね。 

 ということで、現在まで、大体どのぐらいの費用がかかっているのか、金額とし

てお尋ねしたいと思います。 

○祷 清次郎副町長   

 本町のほうから弁護人を委任契約をいたしております。この委任契約の締結日が

令和４年３月２８日ということでございますが、委任弁護士につきましては、本町

の顧問弁護士でございます。その費用につきましては３４万円でございます。 

 この３４万円につきましては、第１回の口頭弁論から第１審の判決言渡しまでの

費用でございます。あと、これは着手金という名目でございますので、その後、判

決言渡しの成果によって、また成果報酬といいますか、そういったものが発生する

かと思います。 

 以上です。 

○９番（久田 高志議員）   

 分かりました。この裁判は少し複雑な形式をたどっておりますので、もう少し後

でちょっと詳しくお尋ねいたしますけれども、ちょっと巻き戻して、１２月４日と

昨年の１２月１２日に証人尋問がなされております。出廷された方々が、当時の建
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設課長、総務課長、当時の担当の職員、そして設計会社、元町長、現在の町長とい

うふうになっております。 

 そのときに、私、傍聴行っておりますので、森田町長の尋問の最後のほうで、被

害というか、損害額、町長が１年間減俸された金額はどれに対してかということで、

広報あまぎ令和４年７月号に掲載された交付決定取消額４千２９万８千２２５円、

それに関する加算金が２千２１８万４千１７２円、返済とそれに関する償還と繰上

償還、それに対する加算金１千６１万４４円と、に対する責任の取り方かというこ

とに対して、町長は「はい」とお答えしております。非常に、私自体びっくりした

んですが、非常に正直な方だなと思いました。 

 それに合わせて、副町長、当時の総務課長として課長会で、各課長のほうから

３ヶ月分２１２万６千７７６円、町のほうに寄附をされております。 

 これは、どの部分に対する寄附だったのか、この総額７千３０９万２千４４１円

に対する寄附だったのか、目的等用途もなかったものですから、その辺は確認をし

ておきたいと思います。 

○祷 清次郎副町長   

 当時、私、総務課長でございました。この事案が発生し、議会の皆様並びに天城

町民の皆様方にご心配をおかけしたところでございますし、この本会議の中でもお

わびを申し上げたところでございました。 

 そのような中で、本町の執行部の一員として、この未竣工工事に関し国庫の返還

命令等が生じたことに対して、課長会の賛同を得て令和３年の７月２１日に全課長

の３ヶ月分について納付をさせていただいたものでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 分かりました。それの後については、また今後、対応していきたいと思っており

ます。 

 先ほど、訴訟費用について町が被告ということで、３４万円と着手金、また、成

功報酬ですかね、といった形で契約をされているようでございますが、先ほど申し

上げましたように、ちょっと複雑な裁判ででして、住民側が町を訴えました。そし

て町側から、町側に対して補助参加人として、当時の事業をしている事業者と当時

の関係された方々４名が参加をされて、裁判が継続されております。 

 率直にお尋ねいたしますが、１２月１２日の、多分その日、日帰りでされたんで

すかね、証人尋問を。１泊されたかどうか定かではございませんが、そのときの旅

費についてお尋ねしてみたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   

 ただいまご質問があった件につきましては、令和６年１２月１２日の第１９回公
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判への出廷の費用だと思います。 

 この際、当時の前町長、そして当時副町長でありました現町長のほうが出廷をい

たしております。両名、お二人とも自費での出廷でございます。町費からは支出は

されておりません。 

○９番（久田 高志議員）   

 それであれば懸命だったと思っております。と申し上げますのが、原告、被告、

各方面から証人尋問の出廷依頼があるわけでございます。原告側が出廷依頼してい

るのが、前町長とその設計会社でございました。これに関しては、原告側が費用を

負担しております。そして、あとは担当職員に関しては、町側の弁護士が出廷要請

してますので、公費で賄うべきだと思っておりました。 

 ですので、気になったのが、当時の総務課長で今の町長ですね。各自、自費で参

加されたということでよろしいでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   

 繰り返しになりますが、１２月１２日に出廷いたしました前町長、そして現町長

につきましては、ご自身の自費で出廷をいたしております。 

○９番（久田 高志議員）   

 分かりました。 

 繰り返しますが、前町長に関しては、原告側が費用を負担されているような認識

でありますけれども、その辺はまた確認をして、そういうことでございます。 

 あと、これはもちろん権利ですので、もちろんしてしかるべきだと思っておりま

すが、その後の費用について少し気になるような思いがありますので、申し伝えて

おきたいと思います。 

 恐らくこの６月４日の判決後、判決によっては納得がいかない場合は控訴される

でしょう。そうした場合、その控訴審については、やはり判決に変更がなかった場

合は、その当事者間がどういった判決が出るかまだ分かりませんよ、その方々がや

っぱり負担をするべきものじゃないかなという思いもございますので、その辺はし

っかり認識した上で対応していただきたいと、前もってお伝えしておきたいと思い

ます。よろしいでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   

 先ほどの前町長の答弁につきましては、原告側から支出をされたということで、

私も直接ご本人には確認をしておりませんでしたので、訂正をさせていただきます。 

 現町長の分については、自費で出廷をいたしておりますし、ただいま質問のあっ

た件については、またこの場で答弁は差し控えますが、しっかりとまた真摯に対応

はしていきたいと考えております。 
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○９番（久田 高志議員）   

 分かりました。 

 いろいろと申し上げてまいりました。最後、少しちょっと重たい空気になりまし

たけれども、ぜひ、権利ではありますけれども、それ相応の対応をしっかりしてい

ただきたいということを要請いたしまして、一般質問を終わりたいと思います。 

 お疲れさまでした。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、久田高志議員の一般質問を終わります。 

 本日の日程は全て終了しました。 

 明日は午前１０時から開会いたします。 

本日はこれで散会します。お疲れさまでした。 

散会 午後 ３時５１分 


